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平成16年度から津田湾沿岸に所在する古墳群の様相を明らかにするために発掘調査を実

施しております。今年度の調査は岩崎山 1号墳、龍王山古墳を中心に調査を実施いたしま

した。

岩崎山 1号墳は、昭和 2年に発見され、畿内を除いた西日本では珍しい滑石製模造品が

出土しています。今回の調査では直径18～ 19mの小型の円墳であることが判明し、前方後

円墳でない小さな古墳に畿内で多く出土する滑石製模造品が副葬されている点が注目され

ます。今回の調査によって、岩崎山古墳群には様々な大きさの古墳があることが判明しま

した。昨年度の岩崎山4号墳の調査を含めて、岩崎山古墳群の特徴が少なからず判明して

きたといえます。

龍王山古墳は、昭和51年に香川県教育委員会による調査が行われていますが、今回の調

査は史跡指定を目指すための範囲確認を主目的に行っています。調査を開始するにあたり

草木で墳丘が覆われていましたが、伐採し墳丘測量調査を実施しました。詳細な内容につ

きましては来年度以降の調査で明らかにしていきたいと思います。

最後になりましたが、調査にあたりましてご理解とご指導をいただきました地元の皆様

ならびに関係各位、また、調査にご協力とご援助をいただきました方々に厚くお礼を申し

あげます。

平成21年 3月

さぬき市教育委員会

教育長 豊田 賢明
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1.本書は、さぬき市教育委員会が平成20年度国庫補助事業として実施した発掘調査報告
書である。

2。 今回の発掘調査はさぬき市津田町津田に所在する岩崎山 1号墳、 2号墳、 6号墳と墳
丘測量調査はさぬき市津田町津田2695-21こ所在する龍王山古墳である。

3.調査の実施はさぬき市教育委員会が調査主体となり、大川広域行政組合埋蔵文化財が
補助を行った。

4.本書の編集作成は大川広域行政組合埋蔵文化財係松田朝由が行なった。また、遺物整
理を松村春美、遺物実測を松田朝由、多田歩、 トレースを多田歩が行った。

6.報告で用いる北は国土座標第Ⅳ系の北である。縮尺は掲載図面内に掲載している。

7.遺物観察表及び土層の色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日
本色彩研究所色票監修『新版標準土色帖1998年度版』を使用している。

8.報告書で使用した写真の一部 (図版 1-1)は、鎌田共済会郷土博物館の所蔵品である。
9.本事業及び本書の作成にあたっては、地権者をはじめ次の方々より多大なご指導 。ご
援助を得た。記して謝意を表します。 (敬称略・五十音順)

香川県教育委員会事務局生涯学習 。文化財課、香川県立ミュージアム、鎌田共済会郷

土博物館、さぬき市シルバー人材センター、内田和仲、大久保徹也、大朝利和、鎌田

敬子、丹羽佑一、古瀬清秀、松本和彦、六車功、六車恵一、六車ふみ子、六車美穂、

森格也、吉田和彦、米田武子、渡部明夫
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岩崎山古墳群

岩崎山 1号墳

第 1章 調査に至る経緯と経過
第 1節 調査に至る経緯
平成16年度から国庫補助事業として津田湾古墳群

の内容確認を実施している。平成20年度は岩崎山4

号墳に引き続いて岩崎山1号墳の確認調査が計画さ

れた。

平成20年 3月 10日 (月 )に第 4回津田湾古墳群調

査検討委員会が実施され、調査方法が検討された。

岩崎山 1号墳はこれまで墳形において円墳とする意

見と前方後円墳とする意見がある。従って、調査は

墳形の確定が主たる目的とされた。 トレンチは円丘
部の裾付近から北東、北西の両尾根上に設置するこ

とが決定された。

(調査体制 )

さぬき市教育委員会生涯学習課

課  長  六車 正徳
課長補佐  山津 勝美
係  長  山本 一伸
主  事  鶴身 昌大

岩崎山古墳群

大川広域行政組合埋蔵文化財係

主  査  阿河 鋭二
主任主事  松田 朝由
技 術 員  多田  歩
技 術 員  松村 春美

第 4回津田湾古墳群調査検討委員会

検討委員 出席者
委 員 長  六車 恵一
副委員長  丹羽 佑一
委  員  古瀬 清秀
委  員  渡部 明夫
委  員  大久保徹也
委  員  内田 和伸
(指 導) 森  格也

第 2節 調査の経過
平成20年 7月 7日 (月 )か ら調査を開始した。 7
日から16日 にかけて伐採を行い、10日 に株式会社イ

ビソクに委託してGPS観 測による基準点及びメッ
シュ抗の設置を行った。16日 から墳丘測量を開始

し、24日 に終了した。23日 に北東尾根にトレンチ 1

を長さ17m、 幅 lmで設置し、24日 から掘削を開始
した。

(S=1/10,000)

第 1図 遺跡位置図
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岩崎山古墳群

トレンチ 1の調査はまず トレンチ内の表土掘削を

行なった。 トレンチ起点の南西端付近は堆積土の
しまりが悪 く、南西端から3.5m先で再び地面がし

まっていた。よってこの範囲に墳丘を区画する溝の

ある可能性が推測され、優先的に掘削を行った。ま

た、同時にトレンチ内で複数の石材が集積して土中

に埋没しているのを2ヶ所確認し、埋葬施設の可能

性が推測された。28日 に墳丘を区画する溝が明らか

となり、また埴輪片を確認した。30日 に溝の外側の

石材集中地点を一部掘削し埋葬施設であることを確

認した。 8月 4日 にトレンチ 1の調査を終了した。

8月 4日 からトレンチ 2の調査を開始した。 5日

に墳丘を尾根から区画する溝が土質から確認され

た。 7日 に溝の埋土を掘削し埴輪片数点を出土し

た。 8日 にトレンチ 2の調査を終了した。

8月 21日 (木)に岩崎山 1号墳の調査状況を議題

として第 5回津田湾古墳群調査検討委員会が実施さ

れた。現地で検討を行った結果、墳丘の段築、盛土

の有無を検討するため、 トレンチ 1、 トレンチ 2と
もに墳頂部側に延長することが決定された。第 5回

津田湾古墳群調査検討委員会の委員は以下のとおり

である。

第 5回津田湾古墳群調査検討委員会

検討委員 出席者
委 員 長  丹羽 佑一
副委員長  古瀬 清秀
委  員  渡部 明夫
委  員  大久保徹也
委  員  内田 和伸
(指 導) 森  格也

8月 25日 から1号墳の追加調査を実施した。 トレ

ンチ 1の延長から開始し、 9月 1日 に終了した。段

築、盛土ともに確認されなかった。 9月 1日からト

レンチ 2の延長にとりかかり、 2日 に終了した。 ト
レンチ 2も段築、盛土ともに確認されなかった。

第2章 岩崎山 1号墳に関する
過去の記載

岩崎山 1号墳は昭和 2年 (1927)4月 26日 に偶然

発見された。翌27日 と5月 3日 に発掘調査され、墳

頂部から並列した2基の箱式石構と、内部から人

骨、副葬品が発掘された。当時の様子は昭和 5年

(1980)に刊行された『香川県史蹟名勝天然記念物

調査報告 第 5冊』の岩崎山古墳の報告や平成14年
(2002)刊行の『岩崎山第 4号古墳発掘調査報告書』

に詳細に紹介されているため再説しない。ここでは

出土遺物の掲載に混乱が認められることを指摘し、

その内容を記載しておく。

墳頂部で確認された2基の箱式石棺について西棺

(A棺 )、 東棺 (B棺 )と 呼称している。平成14年報

告書によると、石製刀子は西構から2点、東棺から

1点出土したことになっているが、昭和 5年報告書

では西棺で 3点、東棺で 1点であったことが図面、

文章からわかる。

一方、平成14年報告書に記載されている「これま

での調査並びに今回の調査」 (第 1章 3節)に は岩

崎山 1号墳発見の経緯が記載されているが、それに

よると昭和 2年 4月 26日 、笠井咲一氏が最初に発見

した箱式石棺は東棺であり、出土品の中に石製刀子

2点が含まれていたという。現在に伝わる東棺の石

製刀子は1点であり数が異なる。最初に発見した箱

式石棺の名称を誤ったか、報告書の中に記載されて

いる石製刀子には最初に発見された石製刀子が含ま

れていなかった可能性が推測される。なお、 7月 15

日頃に警察に届けられた以外の岩崎山4号墳の遺物

が海中に捨てられたと記録されているが、その中に

は1号墳の石製刀子 3個 も記録されており、結論と

して本来の数量は不明とせざるを得ない。

滑石製品は東京国立博物館の所蔵になっているが、

1点のみ滑石製斧がさぬき市郷土館にある。これは

村人が採集したもので出土状態がはっきりしないと

記載されている (平成14年報告書 )。 津田町史によ

ると昭和26年の京都大学の調査時で残存の遺物とし

て僅かに石斧頭 lヶ を得たるのみ、とあり (津田町

史 1959)、 上記の石製斧と同一製品と思われる。

墳丘に関する記載はまず昭和 5年 (1980)の報告

書に窺うことができる。古墳発見の経緯からは蓋石

は露出していたようである。報告書では墳丘の現状

について、封土の流出の顕著なことが記載されてい

る。また、墳丘上の直径10mは禿山で通路があり、

その周囲は高さlm程の小松が繁茂している、とあ
る。周溝、埴輪は認められないと指摘する。

昭和26年の京都大学の調査でも墳頂部が禿山で、

周辺に小松が繁茂していると同じ表現がある。ま

た、墳頂から北東に尾根の稜線がのびており、基部

が前方後円墳のようにくびれているが、葺石や埴輸

など古墳を示す材料が認められないことから円墳と

判断している。墳丘基底部は山野斜面との区別が付

けにくく、特に東と西が直線的で、それが墳丘の南
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側で直交し方墳のようにも見えるとある。ただ、墳

丘については、北東方と北西の両平坦面で接する線

でとれば、方墳に見える箇所まで下がらず、墳頂か

ら1.5m下 までが範囲で、墳丘は径15mの円墳と判

断している。

平成14年の広島大学の測量調査では2つの尾根筋

と墳丘の関係に重点がおかれた。北東尾根は墳丘中

心から11～ 12m、 墳頂から1.5m下 でくびれが見ら

れ、溝が尾根筋から墳丘を切 り離 していると指摘

し、尾根は自然尾根と判断している。一方、北西尾

根は幅 5m、 長さ4～ 5mに平坦に張り出した地形
が観察できることから、前方部と判断し、 1号墳は
全長26mの前方後円墳と指摘している。また、墳丘

は南側が自然傾斜面との区別が困難で、見かけ上大

きく見えるのに対して、北側は急角度の自然傾斜面

に続き墳丘裾は直線的で円形をしていないことか

ら、墳丘が津田川方向を意識した造りであることを

指摘している。

以上から、岩崎山 l号墳は墳形が円墳とする意見

と前方後円墳とする意見があり、墳形の確定が今回

の調査の主たる目的となった。

次に古墳の築造された時期について、これまでの

見解をまとめる。昭和 5年報告書では岩崎山4号墳

と同じ頃の同族の古墳ではないかと指摘している。

ちなみに岩崎山4号墳は古式古墳と記載され、富田

茶臼山古墳、赤山古墳との時期関係を課題として挙

岩崎山古墳群

げている。

昭和34年津田町史では石製模造品や鎧の出上して

いることから見て、岩崎山4号墳よりも新しい中期

の古墳であると指摘している。

六車恵一氏は「讃岐津田湾をめぐる四、五世紀ご

ろの謎」 (昭和40年 =1965年 )で石製模造品、武具
から5世紀中頃を中心とした時期を想定している。

このように石製模造品、武具から古墳時代中期を

想定した岩崎山 1号墳の指摘は中期前半を指摘した

広瀬常雄氏 (1983)、 5～ 6期 (中期前半)を想定し

た古野徳久氏 (2000)な どがみられ、現在に及んで

いる。

ここで問題になるのが富田茶臼山古墳との関係で

ある。先学研究からは津田湾古墳群から富田茶臼山

古墳への時期的変遷が指摘されており、勢力の移動

に関して議論がなされている (古野2000他 )。 先学

の指摘からは岩崎山 1号墳は津田湾古墳群の中では

最も新しい古墳の一つである。よって、この古墳の

時期を検討することによって、富田茶臼山古墳と同

時期であるのか、異なるかが明らかとなる。これは

津田湾古墳群と富田茶臼山古墳の関係を語る上で大

事であり、調査では重要な目的の一つとした。

|(_____  45 cm

-  53 cm

第 2図  1号墳人骨遺物出土状況図 (S=1/20 昭和 5年報告書から転載 )
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岩崎山古墳群

第3章 調査の成果
第 1節 墳丘測量
前章で触れたように1号墳の墳丘測量図は昭和26

年 (1951)の京都大学調査によるものと、平成14年

(2002)の広島大学によるものがある。今回、発掘

調査に先立って墳丘から張り出す両方の尾根を含ん

だ範囲で伐採を行い、再度測量を実施した。

測量は国土座標の基準点を設置し、縮尺1/100、

20cmコ ンターで行った。なお、測量範囲は山頂全体

x=」」聾10

プ

プ

太線はトレンチ調査で確認された墳丘ライン

第3図  1号墳墳丘測量図 (S=1/300)

を含むが、これは広島大学の行った測量範囲にほぼ

等しい。

1号墳の立地する山頂は北東と北西、南の三方に

尾根が延びる。北東、北西の尾根は墳頂からゆるや

かに下り前方後円墳のように見える。先学によって

北東の尾根は前方部ではなく自然地形とする指摘が

なされている。現況もこれまでの指摘どおり墳丘と

尾根の境にくびれが認められ、墳丘が溝によって尾

根から切 り離している可能性が想定される。

くびれ部から北東に続く尾根上は、 くびれ部から
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9～ 10m北東で尾根傾斜面が凹み、くびれが見られ

る。この間は尾根上から両斜面に80cm下位の範囲で

コンターが曲線気味である。この範囲内で今回新た

な古墳が確認された (岩崎山6号墳 )。

次に北西の尾根はこれまで指摘されていたように

北東尾根のようなくびれはなく、長さ7m、 幅 7m
の方形の張り出しが認められる。張り出しの上面は

長さ5m、 幅 5mの平坦地で、外側はゆるやかに傾
斜している。広島大学の調査で指摘されていた前方

部の可能性が推測されたが、 トレンチ調査で前方部
の可能性は否定された。

墳頂部は径約 5mで平坦になっている。墳丘の中
心から少し北東の地点に最高点 (標高65.68m)が

ある。最高点の周囲はコの字状にコンターがまわり

(標高65.5mラ イン)、 墳頂部掘削に伴う地形の改変

が推測される。埋葬施設は西棺が西長軸側石 2石 と

東長軸側石 2石を露出し、約65cm離れて東棺が西長

軸側石 2石を露出している。 2基の箱式石棺は並列

しており、方位はN-40° 一Wである。発掘記録か
ら埋葬頭位は南である。また、この方位は北東尾根

の主軸と82° の関係にあることから、埋葬施設は北

東尾根に直交するように意識して設置されたことが

推測される。

墳丘裾はこれまで自然傾斜との区別が困難なこと

が指摘されているが、墳丘と北東尾根の境であるく

びれ部付近からそのまま南に墳丘を取巻いて若干の

テラスが確認できる。テラスは標高63～63.6mで墳

丘南東、南西が比較的良好である。墳丘南はコン

ターが乱れてテラスは不明瞭となるが、これは通路

による改変のためである。墳丘裾の標高は墳丘南東

が63～ 63,4mに 対 して、墳丘南西が63.4～ 63.6で南

東よりも少し高い。

墳丘北側は標高64mか ら下位が谷奥に向って急傾

斜を呈しており、墳丘裾は不明瞭である。土砂の流

出があったのか、古墳築造当初からの地形なのか、

判然としないが、北側の墳丘裾は現状で不明瞭であ

る。

墳丘斜面に明瞭な段築は認められない。また、墳

丘斜面の特に南側において花尚岩の塊石が点在する

が、山頂尾根部の岩盤が露出していることから、葺

石ではなく岩盤の風化石と判断する。墳頂部南側も

花商岩風化土らしき堆積の認められる箇所があり、

自然地形を整形して古墳を造営している可能性が推

測される。

遺物は墳丘と北西尾根との境付近から埴輪片 (第

7図 -10)が 1〕点採集されている。

岩崎山古墳群

第 2節  トレンチの設定
岩崎山 l号墳は円丘の頂部から北西、北東に尾

根が延びている。調査は墳形の把握を主たる目的

とし、円丘部裾付近から尾根にかけて 2ヶ所設置し

た。調査の過程で2つのトレンチともに墳頂部側に

3m延長し、墳丘構造の把握を努めた。また、北東
尾根頂部の先端に新たな古墳が所在するか判断する

ためにトレンチ 3を設定した。 トレンチ 1は長さ20

m、 幅 lm、 トレンチ 2は長さ20m、 幅 lm、 トレ
ンチ 3は長さ5m、 幅 lmである。

第 3節 各 トレンチの1犬況
(1)ト レンチ 1(1号墳の範囲)
①目的

円丘部から北東尾根かけては、ゆるやかな傾斜で

一見前方後円墳のようにみえる。一方、円丘部と尾

根部の境はくびれており、墳丘を区画する溝が想定

できる。トレンチ 1では堀切りの有無、墳形、北東

尾根の性格を調査の目的として設定した。

② トレンチの場所

トレンチ 1は円丘部斜面 (標高65.Om)を 起点と

して北東尾根上の端部までの長さ20mで設定した。

起点は墳丘中心部から約5m北東である。
③堀切り

トレンチ南西端から7.5m北西の地点で堀切りの

外側の肩を検出し (以下ではトレンチ南西端からの

距離を～m地点と呼称する)、 幅4m、 深さ0.5mの

堀切りが確認された。尾根側の堀切りの傾斜は20～

30° で肩にむかってゆるやかに立ち上がる。ベース

面は花筒岩風化土で肩部のみ岩盤が残る。堀切り底

第 4図  トレンチ配置図 (S=1/600)
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は凹凸が目立つが幅1.5mの平坦面を呈する。底場

の標高は63.25～ 63.35mを 測る。堀切 りの底場の 5

～ 6m地点で幅0.9m、 深さ0.2mの トレンチに直交

する溝らしき遺構があるが、 トレンチ調査のため、
その性格は不明である。単なる窪みの可能性もある。

①墳丘裾

墳丘裾は葺石が確認できなかったため地形変換か

ら言及せざるを得ず、不鮮明である。地形変換から

は4.8m地 点が推測される。この地点 (墳丘裾)の

標高は63.25m、 墳頂部最高点が65.68mで 墳丘高は

2.43mで ある。なお、墳丘南東部で表面観察から推

測された墳丘裾の平坦地は63～63.4mで トレンチ 1

の墳丘裾とほぼ水平になっている。

⑤墳丘の構造

墳丘裾からトレンチ南西端にかけて墳丘の立ち上

がりが見られる。立ち上が りは墳丘裾から1,3m地

点まで20° の傾斜で、その上は若千傾斜角度を変え

て10∪ で立ち上がり、ゆるやかに曲線を描きながら

墳頂部に至る。墳丘斜面に段築は認められない。

墳丘裾付近は花商岩風化上、そこから上方はトレ

ンチ南西端にかけて凹凸のある岩盤が露出してい

る。堆積土から崩落した岩盤塊が少し出土したが、

葺石と考えられる石材は皆無であった。表面観察で

も葺石は認められず、 1号墳は本来的に葺石を葺い

ていなかった可能性が指摘できる。

⑦堆積土・遺物出土状況

堀切 りは多量の上によって埋没し、地表面は円

丘部からゆるやかに尾根に続 く。最も深い地点で

0.85mの堆積がある。堆積土は主に墳丘側から流れ

こんでいる。地表から腐葉土、表土、その下に明黄

褐色土を1層挟んで、下層に遺物を含む層がくる。

遺物は2.5m～ 6m地点に見られ、特に明黄褐色
土下位、黄褐色土上位に集中する。ベース直上や原

位置を留めた例は認められない。遺物の種類は多く

が円筒埴輪の小片であるが、黒色土器片も数点確認

した。黒色土器片は円筒埴輪片と混在し、層位差は

認められない。

③まとめ

尾根から墳丘を区画する掘切りを確認し、北東尾

根が前方部ではないことが判明した。堆積土から円

筒埴輪片が出上し、これまで埴輪の存在が指摘され

ていなかった 1号墳において埴輪が樹立されていた

ことが半J明 した。一方、葺石は皆無であり、埴輪は

樹立するが葺石を葺かない古墳であることがわかっ

た。墳丘裾は標高63.25mを 測 り墳丘高は2.43mと な

る。

岩崎山古墳群

(2)ト レンチ 2

①目的

北西尾根の尾根上は長さ15m、 幅 7mの ゆるやか

な傾斜面が円丘部から続いている。特に円丘部に接

する長さ7m、 幅 7mは方形上の張 り出しに見え、

広島大学の測量調査において前方部の可能性が指摘

されている。そこで、前方部の有無を主たる目的と

して円丘部斜面から北西尾根にかけてトレンチを設

定した。

② トレンチの場所

トレンチ 2は円丘部斜面を起点として北西尾根の

端部までの長さ20mで設定した。起点は墳丘の中心

から約 4m北西である。

③堀切 り

トレンチ南東端から6.5m北 西の地点で堀切 りの

肩を検出し (以下ではトレンチ南東端からの距離を

～m地点と呼称する)、 幅2.7m、 深さ0.2mの堀切 り

が確認された。尾根側の堀切りの傾斜は30～ 40° で

ある。ベース面は花商岩風化上で、 トレンチ 1で見
られた岩盤は顕著でない。堀切りの底場は水平であ

る。標高は64.lmで あるが、直上の層がよくしまっ

たにぶい黄橙色上で、この層の上面がベース面とな

る可能性 もある。層は10cm堆積 してお り、層の上

面をベース面とした場合、底場の標高64.2m、 深さ

0,lmと なる。 トレンチ 1の掘切 りの底場 (標高が
63.25m)と は約 lmの比高差がある。

④墳丘裾

葺石はなく、ベース面の傾斜変換が唯―の判断材

料である。ただ、墳丘の傾斜角度はゆるやかであ

り、明瞭な傾斜変換も想定できない。現状では4.3

～4.9m地点が墳丘裾と推測される。この地点 (墳

丘裾)の標高は64.1～ 64.2mで 、墳頂部最高点が
65.68mであることから、北西尾根墳丘裾からの墳

丘高は1.48mを測る。なお、墳丘南東部で表面観察

から推測された墳丘裾の平坦地は63～ 63.4mで】ヒ西

尾根堀切 り底部とlmの比高差がある。

⑤堀切 りから外側の構造

掘切 りの肩から外は幅 lmのテラスがあり、地表
は岩盤の地山である。テラスからさらに外側は地山

が傾斜変換しながらゆるやかに下っていく。墳丘を

示すような構造はなく、自然地形が指摘できる。な

お、1lm地を点において壁際で楕円形状の遺構が確認

された。幅0.85m、 長さ0.6m以上を測り、埋土はし

まりの悪いにぶい黄橙色上である。掘削を行わな

かったので遺構の性格は不明である。
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腐葉土
10YR7/1 灰白色土=表土
10YR7/2 にぶい黄橙色土(小礫含む。しまり悪い)
10YR3/4 浅黄橙色土(しまり悪い)
10YR7/6 明黄褐色土(砂質)
10YR7/5 黄橙色土(砂質 円筒埴輪・黒色土器含む)
10YR7/6 明黄掲色土
10YR3/8 黄掲色土(円筒埴輪・黒色土器含む)
10YR7/6 明黄掲色砂質土(遺物含まない)・ 出土遺物

0             2m

トレンチ 1

トレンテ2

古 ょ
3

4

5

6

・ 出土遺物  7

腐葉土

10YR8/4
10YR7/4
10YR7/6
10YR7/8
10YR6/3
10YR7/1

ィ″_/荀:=65 1Xlm

浅黄橙色土(つよくしまる、埴輸出土)
にぶい黄橙色土(炭混じる、埴輸出土)

明黄掲色土(やわらかい)

黄構 (岩盤の塊)
にぶい黄橙色土(上面がベースの可能性あり)

灰白色土

昇

0             2m

第6図  1号墳 墳丘裾付近 平面図及び断面図 (S=1/60)
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坤

′

12

0                  10cm

⑥墳丘の構造

墳丘は葺石を認めず、ベース面は花商岩風化上で

ある。墳丘裾から20° の傾斜でゆるやかに立ち上

がり、 2m地点で傾斜変化して10° で立ち上がる。
ベース面は樹痕など撹乱が目立つ。

⑦堆積土・遺物出土状況

堀切り上面には強くしまった浅黄橙色土が、その

下位にはにぶい黄橙色上が堆積する。また、墳丘斜

面にはしまりの悪い明責褐色上が堆積し、埴輪片は

主にこれらの層から出土している。出土範囲は3.5

～4.5m地 点で、ベース面から離れた上位に散在す

る。埴輪片はそれぞれ小片で上位から転落してきた

ものと推察される。

堀切り底場の直上は強くしまったにぶい責橙色土

が堆積しているが、遺物を含まないため、この層の

上面がベースになる可能性もある。

③まとめ

北西尾根は前方部の可能性が想定されていたが、

尾根から墳丘を区画する堀切 りを検出し、円墳であ

ることが明らかとなった。また、掘切りは北東尾根

に較べると浅く、底場は比高差約 lmで北西尾根の

方が高い。墳丘に葺石はなく、埴輪片は小片を少量

堆積土上位から出上した。原位置を示す資料はな

く、墳丘上位から転落してきたものと推測される。

堀切りの外側は約 lm幅でテラスをもち、ゆるやか
に傾斜して下っていく。

第7図  1号墳出土遺物 (S=1/4)

峯 坐 望
睾 一

帝
埓
Q‖ ◇

g‖
め

囲 働 薗
2 膀 ‖⑪ 押 冗

咆 b廷 ∋
4

噛 D榛 剰
3

DD≪ ≡己5

―
彰 〒

第4節 出土遺物
(1)出土状況
1号墳の堀切 りの埋土から垣輪片が出土した。埴

輪は全て小片であり、また、全てベース面よりも上

位で出上したことから、原位置、近隣に置かれてい

たものではなく、比較的距離をもった上位から転落

してきたものと推測される。墳丘斜面に段想がある

可能性も想定して調査を行なったが、段築はなく、

埴輪を設置していた痕跡も認められなかった。よっ

て、埴輪は墳頂部にあった可能性がつよい。埴輪が

墳頂部を巡っていたと判断することはできないが、

距離の離れた トレンチ1。 2と もに出土したことか

ら、 lヶ所だけに設置していたのではなさそうであ

る。

出土遺物のほとんどは埴輪片で、多くが円筒埴輪

と推測される。埴輪片数は100点程度で、接合でき

た例は限られる。一方、埴輪片に混ざって黒色土器

が トレンチ 1において埴輪片と同レベルで少片が 3

点出上している。

(2)遺物について

トレンチ 1、 トレンチ 2合わせて100点程度の小
片が出上した。また、 1点 は墳丘斜面で採集した。
これらの内、11点を実測した。

1～ 5は突帯である。胴部から剥がれた状態であ

る。 1は トレンチ 2か ら出土した。 2片が接合し、

胴径29。4cmに復元される。突出のつよい突帯で突出

高2.3cm、 幅2.2cmを 沢よる。突帯は補充技法が見られ

る。補充技法は胴部に貼 り付けた粘土紐の上部や下

部に粘土を足すことによって突帯の形状を整えるも

のである (赤塚 1979)。 断面で接合痕が観察され、
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剥離面には粘土紐の接合痕が明瞭に観察される。突

帯端部は強いナデが入る。突帯の形状は下面が水平

に伸び、上面が傾斜して下る。上面は内傾しながら

くだり、指押さえが部分的に確認できる。下面は

2条の横ナデが施され、部分的に指押さえが見られ

る。下面は還元焔色である。 2は トレンチ 1から出

上した。突出高2.35cm、 幅1,9cmを 測る。突帯上面は

ややふくらみをもって下り、下面は2条の横ナデが

見られる。端部はつよいナデが見られる。上面、下

面とも酸化焔色である。 3は トレンチ 1から出土し

た。突帯高 2 cm、 幅1.5cmでやや小ぶりである。外

面に明瞭なナデは見られない。胴部との剥離面に斜

め方向のハケが認められ、胴部調整が確認できる。

上面、下面ともに酸化焔色である。 4は トレンチ 1

から出上した。突出高1.9cm、 突出幅1.5cmで やや小

ぶりである。上面はほぼ直線的に傾斜し、下面は2

条の横ナデが見られる。下面の先端付近が還元焔色

を呈する。突帯端部はよわい横ナデで面を形成して

いる。 5は トレンチ 1か ら出上した。突帯高1.2cm、

幅1,3で、断面形は九みをもち、突帯端部も十分な

ナデではなく、一部丸くおさめているなど法量、形

態ともに他と異なる。壺形埴輪の頸部の突帯になる

可能性がある。

6～ 8は胴部片である。胴径が復元できる資料は

ない。 6は トレンチ 1か ら出上した。外面に幅 2 clll

の剥離面が見られる。 7は トレンチ 1か ら出土し

た。外面に幅1.5cmの剥離面が見られる。 8は トレ

ンチ 1か ら出土した。外面に幅1.5cmの剥離面が見

られる。剥離面から0.5cm下 に透孔がある。やや曲

線をもって傾斜しているが、形状は不明である。

9は トレンチ 2か ら出土した。口縁部である。外

面はつよく外反して立ち上がり、内面は途中屈曲点

をもちながら直線気味に立ち上がる。端部は破損し

て判然としないが、本来の形状を留めているものと

して作図した。器種は壷や奏など様々な可能性が想

定されるが、胎上、色調は他の埴輪片と差異がな

く、埴輪片の可能性がつよい。円筒埴輪の口縁部と

すると、受口状を呈するものとなり、古い段階の円

筒埴輪であることが指摘できる。

10は墳丘の伐採作業中に採集したものである。採

集地点は墳丘西側の北西尾根と円丘部の境付近で、

地表面で観察される墳丘裾の傾斜変換点から少し上

がった地点になる (標高63.8m付近)。 2片が接合し

た。器種は朝顔形埴輪の口縁部の可能性がつよい。

口径41.4cmを 測る。突帯からやや外反しつつも、直

線気味に立ち上がる。日縁端部付近で少し外反気味

になる。日縁端部は剥離しているようにも見え、判

断が難しいが、横ナデによって面を形成していると

判断した。突帯付近は断面から擬口縁接合が認めら

れる。突帯も端部付近に剥離痕があり、補充技法に

よる突帯の整形が推測され、本来は突出のつよい突

帯の可能性がある。突帯内面は強い横ナデによって

凹む。内面に斜めハケが認められる。

11は瘤状の突出があり、その周りは粘上の剥離が

認められる。高杯脚部の剥離した杯底部の可能性が

あるが断定はできない。胎土、色調は他の埴輪と共

通することから、埴輪片の可能性もある。

12は黒色土器の底部である。他に小片が 2点あ

り、同一製品の可能性がある。底径7.4cm、 高台高

0.8cmを 測る。色調は橙色を呈しており、埴輪とは

異なる色調である。

以上、 1号墳出土の埴輪片はどの個体も同じ色調

(浅橙色)で、胎土 (0.2～0.5cmの砂粒を比較的多く

含む)も ほぼ共通している。突出度の高い突帯が特

徴的である。形態的な位置づけは「まとめ」におい

て考察したい。

岩崎山6号墳

第 1章 調査の経過
北東尾根は上述したように堀切りを確認したため

1号墳に含まれないことが明らかとなった。しか

し、堀切りから9～10m北東の尾根傾斜面にまた凹

みがみられ、この地点も堀切りになっている可能性

が想定された。この地点から1号墳の堀切りまでの

間は、標高63.2cmラ インから上位で曲線気味にコン

ターが見られ、墳丘の可能性が推測された。

岩崎山 1号墳調査で設定した トレンチ 1に よっ

て、埋葬施設、堀切 りが明らかとなり新たな古墳の

確認となった。

第2章 調査の成果
(1)ト レンチ 1(6号墳の範囲)
①墳丘

トレンチ 1の 7.5m地 点に 1号墳の堀切 りの外側

の肩があり、そこから北東に約0.5mは テラス状を

呈し、さらに先は墳丘の立ち上がりが認められる。

この傾斜変換点を6号墳の墳丘裾と想定する (8.2m

地点)。
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一方、14.7～ 17.6m地点で浅い堀切 りを確認した。

堀切 りは幅2.9m、 深さ0.25mを測る。この堀切 りか

ら両側に尾根を下った斜面には地表面で窪みが見ら

れ、尾根斜面まで堀切 りが続 く可能性がある。この

堀切りの傾斜変換点を墳丘裾と推測すれば、尾根上

において墳丘裾間の距離は 7～7.5mと なる。標高

は北東側の墳丘裾で63.7m、 南西側の墳丘裾で63.6

～63.7mを 測 り、ほぼ同値である。南西の墳丘裾付

近は地山整形でそこから40cm北東の標高63.8mか ら

地山上に堆積上がみられる。一方、北東の墳丘裾付

近も地山整形からなり、50cm北西の標高63.7mか ら

堆積土が見られる。北東側の堆積上の裾付近を長さ

80cmで断ち割ったところ、地山はそのまま水平に墳

丘の中心に延びていた。この堆積上が盛土か封土

か、或は後世の堆積土かは判然としないが、墳頂部

の高さと堆積土裾の比高差は20～ 30cmを 測る。 2基

の埋葬施設の蓋石上面の標高は一方が堆積土より下

位で、一方が上位に位置する。また、堆積土に版築

は確認できない。以上の状況からは断定はできない

ものの埋葬施設の封上の可能性がつよいと思われ

る。墳丘上から葺石、埴輪等の遺物は出上しなかっ

た。

②埋葬施設

北東尾根に直交するように2基の埋葬施設を確認

した。北西側を埋葬施設 1、 北東側を埋葬施設 2と

呼称する。表上を除去して精査を行ったところ、溝

状の上媛掘り方を2ヶ所検出した。

埋葬施設 1は 9.95～ 10,7m地点で土媛の掘 り方を

確認した。幅は0,75mで ある。土娠内には砂礫を多

く含むにぶい責掲色土が堆積している。 トレンチ測

壁に沿って幅0.lmのサブトレンチを入れたところ、

土娠検出面から8 cIIl下で3枚の安山岩の板石を確認

した (標高63.85m)。 この安山岩の板石は埋葬施設

の蓋石と考えられ、ピンポールで埋没する蓋石の範

囲を確認すると、長さ1.8m、 幅0.5～ 0.7mが推測さ

れる。方位はN-55° 一Wで北東尾根に直交する。
埋葬施設の中心はトレンチ南測壁付近となる。

埋葬施設 2は埋葬施設 1か ら北東で墓娠の肩を

確認した。両埋葬施設間の距離は1.5mである。埋

葬施設 2も 北東尾根に直交していることから、 6

号墳は尾根に直交した埋葬施設が 2基並列すること

になる。方位はN-55° 一Wを測る。墓壊の掘り方

は幅1.3～ 1.4m、 墓壊堆積土はにぶい黄橙色土であ

る。埋葬施設 2も ピンポールで内部を確認すると石

材の反応があった。また、 トレンチから約1.4m南
には安山岩の板石の露出した箇所があり、墓墳内で

岩崎山古墳群

反応する石材も安山岩の板石である可能性が想定さ

れるため、掘削による確認は行わなかった。なお、

石材の反応は墓媛検出面から32cmの深さで確認でき

る。このポイントは標高63.63mで、埋葬施設 1の

蓋石上面よりも約20cm低い。また、墳丘裾よりもレ

ベルはやや低く、墳丘内で最高地点の地山の標高が

63.8mで あることから、地山よりも20cm以上低い地

点に蓋石が認められることになる。埋葬施設 1と 同

じくピンポールによって蓋石の範囲を確認すると、

長さ3.15、 幅0.7～ 0.9mが推測され、埋葬施設の中心

はトレンチ南側壁付近となる。よって、 2基の埋葬

施設ともに墳丘の主軸を基準として左右対称に尾根

に直交するように埋葬施設が設置されたと考えられ

る。

③堆積土

墳丘上面は腐葉土直下で墓壊を検出している。隣

接する1号墳とは土層の切り合い関係は認められな

い。北東部の堀切り (尾根端側)の埋土は北東に

向って斜めに堆積しており墳丘側から流れた状況が

窺える。また、その上面は水平に切られたような状

況で、その上ににぶい黄橙色上が水平に堆積してい

る。これらの状況からは古墳時代以降に水平に墳丘

が削平された可能性が推測される。ただし、削平を

示すような後世の遺物は確認していない。

①まとめ

墳丘上に尾根に並行する埋葬施設を2基確認した

ことから新たな古墳の認識となった。尾根先端側に

幅2,9mの堀切りを確認し、また、墳丘は地山上に

30cm程度の堆積土が見られ、古墳の封土の可能性が

想定される。墳形は地表面のコンターがゆるやかな

曲線を描くことから、円墳の可能性があるが、明瞭

な円形を描かない。よって、尾根を区画しただけの

可能性もあり、現段階では両方の可能性を想定して

おく。

2基の埋葬施設は蓋石のみを確認したため、形式

は不明である。墳丘上の位置は墳丘中心の両サイド

に位置するが、墳長が断定できないため、墳丘の中

心から対称に設置されているかどうか不明である。

埋葬施設の方位は尾根に直交して、また、尾根主軸

に対して対称に設置されている。

(2)ト レンチ3

①目的

岩崎山6号墳は堀切りによって尾根を区画してい

ることが明らかとなった。北東尾根頂部は先端まで

まだ若子の余裕があり (長 さ6m)、 さらに別の古
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岩崎山古墳群

6号墳埋葬施設推定範囲

第 8図 6号墳 平面図及び断面図 (S=1/100、 S=1/40)

1 腐葉土
2 10YR6/4 にぶい黄橙色土

L=65,00m

L=6400m

1 腐業上
2 10YR7/1 灰自色土=表土
3 10YR7/2 に13iい黄橙色土
(」蝶 含む。しまり悪い)
4 10YR3/4 浅黄橙色土 (しまり悪い)
5 10YR7/6 黄橙色土(砂幻

6 10YR7/5 黄橙色土
(砂質、円筒埴輪・黒色土器含む)
7 10YR7/5 黄橙色土

呵1 10YR5/4 にj3iい黄褐色土
僅境埋立、砂際含む)
12 10YR7/4 に13iい黄掲色土(墓壊埋立)

15 10YR7/4 に131い黄褐色土
(2mmの砂粒含む)
16 111YR6/4 にj3iい黄糧色土
17 10YR6/6 明黄褐色土(しまり悪い)
18 10YR7/8 黄橙色土(しまり悪い)
19 10YR7/6 明黄褐色土

8 10YR8/4 黄褐色土(円筒埴輪 黒色土器含む)  13 10YR7/8 黄種色土(封土か盛土 ?)
9 10YR7/6 明黄橙色砂質土(遺物含まない)    14 10YR7/4 1こ J31い黄褐色土 (粒子細かい)
10 10YR6/1 褐灰色土
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墳の存在する可能性が想定された。尾根先端の北側

付近では安山岩の板石が 1石地表面で確認でき、埋

葬施設に使用された石材の可能性があった。また、

尾根頂部の先端から斜面に下った地点ではわずかな

がらテラス状を呈している①そこで、古墳を示す埋

葬施設等の有無を確認することをトレンチ 3の 目的

とした。

② トレンチの場所

北東尾根の先端は北東尾根から少し北側に方角を

変えている。よってトレンチ 1では尾根の主軸上に

のらないことから、再度尾根上の主軸にトレンチを

設定した。 トレンチはトレンチ 1よ りも80cm北側に

平行移動して設置した。南西部のトレンチの起点は

トレンチ 1と 土層、尾根の関係を明確にするため、

lm分をトレンチ 1と 重複させた。 トレンチ 3は長
さ5m、 幅 lmである。

③地山・堆積

地表面から5 cmで地山を検出した。地山はほぼ平

坦で、尾根先端付近でゆるやかに傾斜して降る。地

山面には撹乱による地形の乱れはあるが、埋葬施設

を示す遺構は認められなかった。一部焼土はあった

が、近年の火災時の痕跡と推察される。

④まとめ

トレンチ 3は表土下で地山を検出し、埋葬施設を

示す遺構は認められなかった。よって、 6号墳の先

に古墳は所在せず、山頂部は1号墳と6号墳の2基

であることが確定した。

岩崎山2号墳

第 1章 岩崎山2号墳の過去の記録
岩崎山4号墳は文化 6年 (1809)に 石棺が発見さ

れ、『全讃史』の『岩崎古家』、F讃岐国名勝図絵』

の『津田山古墳』として古くから知られていた。岩

崎山1号墳は昭和 2年 (1927)4月 26日 に発見され、

5月 3日 に発掘された。この時に発掘された遺物の

評価を記した書簡が鎌田共済会郷土博物館に残され

ている。書簡は昭和 4年 (1929)2月 14日 で高橋直

一氏が岡田唯吉氏に送ったものである。この中に岩

崎山1号 。2号・ 3号の記載が見られる。ただ、こ

こにみる古墳名は現在認識されている古墳と異な

り、岩崎山1号墳の西棺を1号、東棺を2号、岩崎

山4号墳を3号と呼称しているようである。つまり、

この段階では岩崎山古墳群はl号墳と4号墳のみの

認識であったようである。翌年の昭和 5年 (1930)

岩崎山古墳群

に『史蹟名勝天然記念物調査報告』として岩崎山古

墳の報告書が刊行される。この報告書によって現在

と同じ岩崎山古墳群の紹介がなされている。報告文

には「其の内南羽立と川北両部落の間に突出したる

標高70米余の小丘岩崎山には頂上より漸次下方にあ

る小丘毎に古墳のあることを発見せり。」とある。

よって、岩崎山2号墳は昭和 4年 2月 以降に2号

墳として認識されたと考えられ、可能性として昭和

4年 2月 18日 の実地調査時が推測される。しかし、

名称はさておき、この地に古墳が所在したことは以

前から知られていたようである。

大正 5年 (1916)、 長町彰氏は『考古学雑誌 7巻

3号』において岩崎山4号墳 (当時岩崎山古墳)の

紹介をしている。この紹介は明治6年 (1973)の発

掘の様子であり、さぬき市志度多和文庫に残されて

いる図面と当時発掘をした人からの聞き取り調査で

ある。その中で古墳の位置について、「岩崎山の頂

上より、約四五間下りたる斜面にして、一老松の根

元の二間半許り四方平面になれる所にて」とある。

つまり、岩崎山の頂上から90m下 った斜面というこ

とであり、この地点は現在の4号墳ではなく、 2号

墳の位置である。この場所について長町氏は「現在

の地形其他の点より見るも、石蒋卜の存せしものとも

思われず」と記載している。長町氏の報告は現在確

認できる4号墳の内容と少し異なる点があるが、2

号墳の内容とするにはあまりに4号墳との共通性が

目立つ。明治 6年の発掘において2号墳も発掘など

何かしらの行為が行われた可能性はあるが断定はで

きない。いずれにせよ、この地点が古墳であったと

いう認識は明治6年の段階にあった可能性はつよい。

昭和 5年以降、 2号墳の名称が与えられて以降の

記載を次にみていこう。

まず、昭和 5年の報告書では2号墳に関して以下

の記載がある。

第二号古墳 頂上より稀北に下れる小丘上にあり。
破壊されたる小石室あり。(昭和 5年 報告書)

戦後、編纂された『津田町史』 (昭和34年刊行)

には以下の記載がある。

岩崎山第2号古墳

発掘年代不詳、組合箱形石棺の破壊されたあとが

ある。 (昭和34年 津田町史)

昭和47年 (1972)、 津田町内の古墳の分布調査が
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▼

ヴ乾

太線Iよ トレンチ調査によつて確認された墳丘ライン

第9図 2号墳 墳丘測量図 (S=1/200)
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実施された。翌年刊行 (1973)の 『ふるさと津田の

文化財 l古墳時代』に2号墳の調査表が掲載され
ている。これによると、尾根の小高き所に立地し、

付近に葺石が散乱していることから古墳と判断され

た、とある。墳形は定かでないとしながらも、小型

の円墳を推測している。埋葬施設は不明であるが、

安山岩で石室が築かれていたと推測している。

平成12年 (2000)、 津田町教育委員会によって岩

崎山古墳群の古墳確認調査が実施されたが、 2号墳

の墳丘、主体部は確認できなかった。

これまでの記録から推測するに、戦前、戦後間も

ない頃は破壊された小石室、箱式石棺が確認できた

が、昭和47年段階では埋葬施設を確認することがで

きなかったようである。平成12年に至っては墳丘す

ら不明瞭になっていたことがわかる。

第2章 調査に至る経緯と経過
平成20年 (2008)岩崎山 1号墳の調査が実施され

た。 1号墳に行く通路としては崖面になっている尾

根の南斜面を登って尾根上に至り、そのまま尾根上

を1号墳までのぼっていた。調査が進むにつれ、尾

根上に上がる箇所に花筒岩塊が多く見られ、その地

点から北側の雑木林を望むと、かすかに墳丘らしき

高まりのあることに気付いた。そこで 1号墳の調査

が一段落ついた8月 11日 から雑木林の伐採を開始し

た。 8月 20日 にほぼ伐採を終了し、古墳の可能性が

極めて強いことを認識する。翌 8月 21日 に第 5回津

田湾古墳群調査検討委員会が実施され、 1号墳とと

もに2号墳の検討を行なった。そこで、尾根から墳

頂部にかけて トレンチによる確認調査を行なうこと

が決定された。調査の主たる目的は古墳であること

の確認で、その判断材料として埋葬施設の状況、墳

丘の形態、構造の把握が指摘された。

9月 8日 から2号墳の測量を開始し、 9日 に終了

した。 9月 16日 からトレンチ掘削を開始し、17日 に

墳丘を尾根から区画する堀切りを確認した。24日 か

ら墳頂部掘削に取り掛かったが、 トレンチ内では花
筒岩塊が2点、安山岩の小板石が 1点確認できたも

のの、埋葬施設とされる遺構は確認できなかった。

しかし、版築による盛土を確認し、当地が確実に古

墳であることを認識し調査を終了した (10月 3日 )。

岩崎山古墳群

第3章 調査の成果
第 1節 墳丘測量
2号墳は 1号墳から北東尾根を下った尾根上に位

置する。傾斜する尾根が傾斜変換して若千のテラス

状となり、再び傾斜して下っていくが、そのテラス

状の地点に古墳は所在する。 1号墳とは直線距離で

約70m、 比高差1lmである。

測量は1号墳から国土座標の基準点を移動し、縮

尺1/100、 20cmコ ンターで行った。測量範囲は墳頂

から約 3m下までである。

墳丘は東から北、そして西方向の保存状態が良好

で、東から南にかけては撹乱が顕著であり墳丘ライ

ンは不明瞭である。また、墳丘の南側に1号墳の山

頂に至る小道がついており、地形の改変が顕著であ

る。

墳丘斜面は標高51.6mに 若千のテラスが認めら

れ、墳丘を束から西にかけて取巻いている。テラス

から下は再び傾斜して下る。よって墳丘裾はこのテ

ラス付近が推測された。このテラスは尾根に接続す

る墳丘西側で幅広となるが、この地点は尾根が強く

くびれており、古墳を自然地形から区画する堀切 り

の存在が推測された。特に尾根側の地形は地表面で

矩形に整形している様子が窺える。一方、尾根上に

は堀切 りを示す窪みはなく、尾根上は墳頂部から長

さ15mの平坦地が続き、山頂に向って傾斜する。

さて、推定される墳丘裾のラインから墳形を復元

すると、墳丘は北東方向を主軸に長い楕円形を呈す

る。楕円形の主軸はN-40° 一Eである。墳頂部も

平坦気味で、楕円形状に長くのびる。推測される墳

丘の中心付近に肉限では明瞭ではないが、最高地点

があり、標高52.888mを 測る。標高51.6mを 墳丘裾

とすると、墳丘高は約1.2mと なる。

墳頂部及び墳丘斜面、周辺には石材の散布が点在

して認められる。数は約30石程である。石材は花尚

岩の塊石、板石状の安山岩の2種類である。数量は

花尚岩塊石が圧倒的に多 く、大きさは人頭大であ

る。墳丘の中心から南東にかけて比較的集中して認

められる。また、墳丘外の、墳丘の中心から南に7

mの地点でも花蘭岩塊石が集中している。これらの

石材が昭和47年現状調査で葺石と記載されたと推測

されるが、 トレンチ調査では葺石が確認できなかっ
たため、別の用途で使用された石材である可能性も

ある。安山岩の板石は埋葬施設で使用された可能性

がつよいが、点在する数量はそれほど多くはない。

東西に散らばって散在している。最高地点は墳頂部

-15-



岩崎山古墳群

のトレンチ内で出上、最低地点は墳丘西の広いテラ

ス部 (標高51.5m付近)にある。また、今回の測量

の範囲外である墳丘南側の標高49m付近にも認めら

れるが、転落してきたものと推測される。

古墳から約20m先 (北東)は開発による崖面とな

り、古墳の近くまで及んでいる。

第2節  トレンチ調査の成果

第10図 2号墳トレンチは配置図 (S=1/400)
①目的

2号墳は墳丘測量と表面観察から、ある程度は古

墳の可能性を示す情報を得ることができたが、古墳

の断定には不十分であった。そこで、古墳の判断材

料を得ることを目的として埋葬施設の有無、堀切り

の有無等を確認するためにトレンチを設定した。

③トレンチの場所

尾根の主軸と楕円形の墳丘の主軸は直線になって

いない。そこで、精円形の墳丘の主軸に平行するよ

うに尾根上にトレンチを設定した。 トレンチの起点
は平坦な墳頂部から再び山頂に向って傾斜し始める

地点である。北側は墳頂平坦面の先端地点である。

トレンチは長さ15m、 幅 lmである。

④堀切り

トレンチ起点である南西端は地表面から12～ 14cIIl

で地山を検出する。地山は岩盤で、尾根主軸に直交

した方向に傾斜して下っていることから、尾根斜面

であることがわかる。 トレンチ南西端から1.5m(以
下ではトレンチ南西端からの距離を～m地点と呼

称する。)ま では北東に向ってゆるやかに傾斜する

が、1.5m地点から傾斜変換してつよく下っていく。

傾斜角度は20° である。そして、 5m地点から再び

立ち上がり墳頂部に至る。この溝を自然尾根から古

墳を区画する堀切りと理解した。堀切りは幅5.5m、

高さ0,6mである。

堀切 りの底場は4m～ 5m地点までの幅約 lmで

ある。底場は凹凸が顕著で、標高は52.08～ 52.2mで

ある。

⑤墳丘裾・墳丘の立ち上がり

墳丘裾の標高は52.lmで ある。墳頂部が52.888で

あり、堀切 り底からの墳丘高は約0,8mで ある。ま

た、表面観察から推察した墳丘北東部の墳丘裾は標

高51.6m付近であり、推測される墳丘の長径は13m

である。

地表面から観察される墳丘裾は、約51.6mで あ

り、 トレンチ内の墳丘裾52.lmと は0.5mの比高差が
ある。

墳丘は埋土中に葺石を認めない。墳丘の立ち上が

りは地山整形である。墳丘斜面は撹乱が顕著に見ら

れ、中には赤褐色の焼上がドーナツ状になっている

箇所がある。内部の埋土は斜めに深く入りこんでお

り、近年の火災により消失した樹痕と判断した。

⑥堆積土・出土遺物

堀切 り内には 2層 ないし3層の堆積が認められ

る。2.8～ 4.2m地点の埋土中から土器の小片が数点

出土している。その内 1点は底部で形態からは中世

の土師器皿の可能性がつよい。他の小片も色調、胎

土が類似しており、出土遺物は全て古墳時代から後

のものといえる。

⑦墳頂部

7m地点から墳頂部に至る。そして、14m地点か

ら再び斜面となって下る。よって現状の墳頂平坦面

の長径は約 7mである。

墳頂部は表土を除去すると、しまりの良くない明

責褐色上が堆積しており、花筒岩塊が3石埋土中に

露出していた。上面を精査したが、埋葬施設の遺構

は確認できず、幅25cIIlのサブトレンチを南側壁に接

して設定した。掘削を進めるうち、強くしまった土

層を確認するに至 り、盛上の版築と判断された。上

層の明黄掲色土からは結局、花聞岩塊石 3石と安山

岩板石の小片 1石を確認したが、埋葬施設にはなら

なかった。この層は推定される墳丘の中心部からや

や北東部よりで深 くなっており、墓羨の可能性を想

定して、壁面、周囲の精査を行ったが埋葬施設のプ

ランは検出されなかった。層中にある花商岩塊石と

同じような塊石が墳頂部から斜面にかけて広範囲に

露出している状況からは、明黄褐色上の堆積は埋葬

施設や古墳の封土に関わるものではないといえる。

一方、この層は広範囲に見られるため、撹乱土と断

定することもできない。将来、面的な確認を行う際

の課題である。
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岩崎山古墳群

③盛上の様子

7.5�地点から盛土が確認できる。一方、地山は

7.5m地点をピークにして (標高52.7m)、 尾根先端

に向ってゆるやかに傾斜 して下っていく。今回11

m地点まで地山の検出を行なった。1lm地点で標高

52.2mを測ることから、3.5m間で約50cmの比高差が

ある。地山の様子からはこのまま尾根先端に向って

傾斜して降っていると推測され、墳丘は傾斜面に盛

土によって構築されている状況が推測される。

盛土はトレンチ南壁に接 して幅0.2～ 0.3cmの サブ

トレンチを設定して確認した。図11の上層断面はト

レンチ東壁とサブトレンチの西壁の状況である。

盛土は厚さ0.3～ 0.7cmの しまりのある灰白色と明

黄褐色の土を交互に積み重ねた版築部分と、しまり

のよくない花聞バイラン土混じりの上、そして、大

粒の花筒岩礫を含む比較的しまりのある土などから

構成される。

盛土上方のみの掘削のため、全体の様子は不明で

あるが、尾根端であるトレンチ東端は灰白色土と明

黄褐上の版築による丁寧な盛土が見られる。この盛

土は西側に傾斜して下っていることから、尾根端側

の墳丘裾に土堤状の版築による盛土を行っている可

能性が推測される。この上堤状の版築の西側は土堤

の傾斜面上に大粒の花筒岩礫を多く含む層が見られ

る。この層は厚さ10cm以上を測る。墳丘の尾根端側

に造られた土堤の内側に充填した盛土と考えられ

る。この層のさらに上位や西側は再び灰白色土と明

黄褐上の版築による丁寧な盛土が見られるが、箇所

によって上のしまりが不十分である。複数回土堤を

構築した可能性はあるが、今回の調査では確認でき

ていない。

土堤状の盛土から墳丘の中心までの間は丁寧な版

築としまりの悪い簡易な盛上が見られる。後者は花

闘バイラン上の混ざる脆弱な土層で、墳丘の中心に

向って緩やかに傾斜して下っている。厚さは最大部

分で約18cmあ る。この層の上位、下位には丁寧な版

築が見られることから、一連の盛上の中でこのよう

な質の悪い層も造築されたといえる。

墳丘の中心付近は灰白色土と明黄褐土の版築によ

る丁寧な盛上が見られ、上面に花聞バイラン上の混

ざった明責褐色上が堆積する。 トレンチ壁面、平面

で明確な墓壊ラインは確認できない。9.6～ 10,7m地

点の断面で盛土上面に幅約 lm、 深さ約20cmの窪み

が見られるが、 トレンチ内のその他の壁面では墓壊
と想定されるラインは確認できず、また、この窪み

には明黄褐色上が堆積しているが、この堆積は窪み

を越えて、その東側までに延びている。また、堆積

土には幅30cm程の花筒岩塊が トレンチ内で3石見ら

れ、 トレンチ南の地表面でも同様の岩石が点在して
いる。この石材が埋葬施設の一部であった可能性は

あるが、原位置を保ったものとはいえない。よって

明責褐色土は後世の撹乱土と判断した。墳頂部は長

さ5mの広い範囲で平担であり、過去の2号墳の記

録に墳頂部に箱式石棺の残骸が見られるという指摘

からも後世の改変が顕著であった可能性が考えられ

る。

第 3節 出土遺物
堀切り内の埋土から10点前後の土師質の小片が出

上している。唯一形態の確認できるのが第11図 -13

である。底部から胴部にかけての部位で土師器皿の

可能性がつよい。小片のため底径は復元できない。

胎土は長石、石英の小片を含むが、量は少なく精緻

な胎土といえる。他の小片も胎上、色調が類似して

おり、中世頃の遺物である可能性がつよい。

以上から出土した土器片は後世のものであり、今

回の調査では古墳に伴う遺物は確認できなかった。

岩崎山4号墳遺物調査

第 1章 調査の概要について
岩崎山 4号墳の発掘調査は昨年度 (平成19年度

2007年)実施し、遺構、出土遺物の報告を行った。

今年度は過去に調査された遺物において、未報告

のもの、再報告の望ましいものについて整理を行っ

た。

今回の整理は、第 1に銅鏡である。銅鏡はこれ

まで写真、断面図が公表 されていたが (津 田町

2002)、 実測図、拓本がなかったため、今回、実測

と採拓を行った。

第 2に銅鏃である。銅鏃は2点 (Z2、 Z5)が
公表されているが、残り3点は同形ということで省

略されている (津田町 2002)。 しかし、実際には

茎の長さの大きさが異なっている。よって、今回、

5点全ての実測を行った。

第 3に埴輪である。岩崎山4号墳の埴輪は形象埴

輪と円筒埴輪の一部が平成14年の報告書 (津田町

2002)、 円筒埴輪の一部が『富田茶臼山古墳』の報

告書 (国木1990)『中間西井坪遺跡 I』 の報告書 (大

久保 1996)に掲載されている。一方、昭和 4年 2

月18日 に墳丘南側のくびれ部で発見された楕円形の
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円筒埴輪はこれまで資料化されていない。今回、こ

れら岩崎山4号墳の埴輪の実測を行った。

第2章 調査の成果
第 1節 銅鏡 (斜縁二神四獣鏡 Ml)
①発見の経緯

昭和26年 10月 16日、京都大学の調査によって、竪

穴式石室南端の棺外から出土した。岩崎山4号墳

からは文化 6年 (1809)に発見された1面 (現存せ

ず)と合わせて計 2面の銅鏡が知られているが、大

正 5年 (1916)の 長町彰氏の報告によると、明治6

年の発掘で構外に1面の鋼鏡を確認しているようで

ある。この銅鏡が昭和26年出上のものと同一である

かは不明である。

②遺存状況

完存しているが、錆の膜が広がっている。鏡背文

様は、右側の獣 2匹は白銅色で遺存状態が良好であ

るが、左側は錆によって不鮮明になっている。鏡面

に布の付着した痕跡は認められない。

③法量・重量

直径17.8cm、 厚さは内区地文部で0.2cm、 縁頂部で

0。95cmを測る。反りは0.3cm程度で端から4.2cm内 側

から反りはじめる。重量は930.6gである。

①文様構成

半球形の鉦かあり、その外側に有節重弧文の針座

がめぐる。内区は6つの乳によって分割し、それぞ

れの区画に神獣像を入れる。神像は主神像と脇侍像

の二対一組、獣像は乳を挟んで2体が向き合う。

圏線をはさんで、内区外周には銘文、櫛歯文を入

れる。一段高い外区にいたる斜面は無文で、外区は

端に向って厚みを増す。外区文様は鋸歯文帯―複波

文帯一鋸歯文帯の3帯からなる通有の構成である。

③鉦

径2.8cm、 鏡面からの高さ1.6cmで、径3.3cmの 円座

にのる。鉦子とは断面が隅丸長方形で幅 9mm、 高さ

5mmを測り鉦孔底部をおおよそ鏡背の地文部の高
さに置いている。円座の外側に有節重弧文の鉦座が

めぐる。

⑥内区主文様

乳は内区主模様の中央からやや外寄りに位置す

る。直径底径1.2cmの乳座に、底径0.8cm、 高さ0.6cm

の乳を配して、 6分害Jする。

主神像は右斜め上を向くもので、顔には眉、眼、

鼻、日が表現されている。頭上には冠があり、下側

は2つの突起物から西王母、上側は三山冠から東王

岩崎山古墳群

父が指摘できる。胴部は左右の袂や膝が表現され、

首や襟、肩から上方へ伸びる翼も明瞭に認められ

る。西王母、東王父ともに座の表現が見られる。

脇侍像は胴部下半身にスカー ト状の裳が表現さ

れ、肩から上方に伸びる翼や襟も見られる。

獣像は乳を挟んで2体が向き合う。左側は左右対

称、右側は左右で異なる獣である。右側の上方の獣

は正面を向いて口を開ける虎像で、眉、眼、鼻、舌

が見られ、胴部には翼の表現もある。右側の下方の

獣は右を向いて口を開け、舌をのばす龍像である。

左側の獣は錆による膜で覆われて詳細な特徴は不明

である。

⑦内区外周部

銘帯と櫛歯文帯の2帯から構成される。

幅0.7cmの銘帯には時計周りに銘文が見られる。

銘文は「吾作明党、幽凍三商、競徳序道、配象高

彊、曽年益寿、宜子」であるが、作、明、配、彊の

字が錆化によって見えなくなっている。

①外区

外区文様は鋸歯文帯―複波文帯―鋸歯支帯の3帯

からなる通有の構成で斜縁の縁部に至る。

③保管場所

平成20年 (2008)現在、銅鏡はさぬき市郷土館で

保管されている。

第2節 銅鏃 (箆被付柳葉式)
昭和26年の調査において構外から5点の銅鏃が出

土した。棺南端部に接して3本 (Zl、 Z2、 Z3)

が、棺の西側中央部に2本 (Z4、 Z5)が出土し
ている。

2002年報告書では銅鏃は全て同じ造りで、茎の長

さはZ5が他と較べて短いとし、Z5と Z2の 2点 を

資料化している。

しかし、実際はZ3も また茎の長さが異なり、図
Z4は Z5と 同じである。そこで、 5点全ての実測

作業を実施した。

5点の銅鏃は全て箆被付柳葉式で鏃身都は法量、

形態が極めて類似するが、微細な差異も一方で認め

られる。法量や全体の形態において類似した銅鏃と

して滋賀県雪野山古墳の埋葬施設出土品がある。

まず、 5点の銅鏃を概観する。全長は6.5～7.7cm

である。箆被を含まない鏃身長は4.4～ 4.5cm、 箆被

長は0,8～ 0.9cm、 鏃最大幅は1,9～ 2.Ocm、 鏃身厚 0。4

～0.5cmで、これらの数値は極めて類似する。一方、

≧の長さは短い例19(Z4)で 1,4cm、 長い例15(Z
2)、 18(Zl)で 2.4cmと 差異が認められる。この
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14

(Ml)

0                                                                10Cm

第 12図  4号墳出土鏡 (S=4/5 さぬき市郷土館蔵)
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第13図 4号墳出土鏡拓影図 (S=1/1)
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→

◆

O
O

ような差異は≧の端部の処理の仕方と関わる可能性

がある。茎の短い17(Z5)、 19(Z4)は 茎端部
が面を呈しており切断している可能性があるのに対

して、18(Zl)は鋳放しのままの可能性がある。
その他、関部の幅 (1.6～ 1,9cm)も 差異があるが、

これは鋳造の後に工具による整形が行われたためと

思われる。

身部表面の研磨は錆のため明瞭には確認できない

が、白銅部分が観察される15(Z2)で 横方向の研
磨を確認できる。17(Z5)、 18(Zl)も 白銅部
分が認められるが不明瞭である。関はS字状の曲線

を描いて少し立ち上がる。立ち上がりの高さは0.25

～0。35cmである。

箆被は断面円形で、基部から先端に向って直線的

に広がる。基部が0.7cm、 先端が l cmを測る。15(Z

2)が比較的残りがよく、本来の形状にちかい。
茎の径も顕者ではないものの差異が認められるが

(径0.4～ 0.6cm)、 錆に覆われているための誤差が推

測される。茎の整形は少しずつ回転しながら十数面

に仕上げられる場合が多いが、錆のため不明瞭であ

る。径は基部から先端まで同じである。

全ての銅鏃に柄の装着を示す痕跡はなく、出土位

置も考慮すると、柄をつけないで埋葬した可能性が

指摘されている (津田町 2002)。

第 3節 埴輸
4号墳ではこれまで多くの埴輪が確認・採集され

ており、保管場所も様々である。今回、これらの埴

輪を資料化するため、鎌田共済会郷土博物館、さぬ

き市郷土館の収蔵資料の実測を実施した。 4月 にさ

ぬき市郷土館、 5月 13日～15日 に鎌田共済会博物館

→

→

○
0  19
(Z4)

0         5cm

4号墳出土銅鏃 (S=1/2 さぬき市郷土館蔵 )

の埴輪を調査 した。以下では保管地ごとに紹介す

る。

①さぬき市郷土館保管埴輪

津田町にある旧津田町郷土館である。ここには昭

和26年、京都大学の調査によって採集された埴輪が

保管されている。

埴輪の展示棚の中に並べられている。総数は26点

である。出上場所は報告書によると墳丘上に散乱し

ていたものの採集品である (報告書33P)が、調査

日誌には後円部背後の葺石の調査時に埴輪円筒が

所々に散在していたこと (報告書10P)、 前方部端

の北東隅に埴輪片が散乱し、倉庫とおぼしき形象埴

輪があったこと (報告書1l P)力渭己載されており、

墳丘の様々な箇所で採集された可能性が推測され

る。今回は26′点の埴輪資料のうち、24′点を図化した

(残 りの 2′点は突帯を含まない胴部片である)。

なお、報告文の中の ( )内の番号は埴輪の注記

番号である。

20～ 25は 主に家形埴輪片である。どの個体も胎

土、色調が共通する。円筒埴輪で普通的に見られた

赤色顔料の塗布は確認できない。

20(H14)は屋根である。外面に棟覆が見られ、

横方向の押縁と、それに直交する第が突帯によって

表現されている。突帯幅約 2 cm、 突帯高4mmで あ
る。突帯右側には斜め方向の突帯がみられ、妻の屋

根の傾斜に平行したものと思われる。斜め方向の突

帯の傾斜は押縁から40° の角度であり、それは屋根

の妻の傾斜角度に等しい。

内面は幅3.5cmで妻部の壁の剥離した痕跡がある。

押縁の下面は剥離しており、入母屋作りの可能性

もある。網代の表現は見られない。
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21は壁から屋根にかけてである。壁には窓の表現

が確認できる。窓は屋根との接合部から約 2 cm下位

にあり、内側に0.5cm凹 み、さらに0.8cm下 で透孔に

なる構造である。破片のため、窓の全形、大きさは

不明である。窓の左側は柱の表現が推測されるが、

上位に窓上端から横方向に延長した線刻が入る。屋

根の傾斜は25° である。

22も 屋根から壁にかけてである。 2と 同様、屋根

との境から2 cm下 に方形の輪郭があり、窓の表現が

推測される。窓の左は柱が推測されるが、21の よう

な横方向の線刻は認められない。屋根の傾斜は25°

である。

23(H3)は 色調・胎土は家形埴輪の他の破片と
共通するが、部位が分からず断定できない。一面に

幅 3 cmの剥離が認められる。断面を観察すると、剥

離面の下位は厚さ1～ 1.5cmの粘土板が 2枚平行し

て貼付けられており、厚さ3.5cmと なる。この粘土

盤に厚さ1.8cmの粘土盤が斜めに取 り付けられてい

る。この破片に近い形態・構造の埴輸片は昨年 (平

成19年)の岩崎山4号墳 トレンチ 4において確認さ

れている (第41図 -122 幸R告書58P)。 同定は今後
の課題である。

24(H2)は 基部である。断面は「へ」の字状に
屈曲する。高さ約3.6cm、 上端面の幅約 3 cmを測る。

内側は剥離痕が認められず、壁面が接合していた様

子は窺えない。よって、基部の上位は窓の可能性が

ある。

25(Hl)は 基部の隅部である。断面は「へ」の
字状に屈曲する。高さ約 4 cm、 上端面の幅は約 3 cm

を測る。

上端部内側には幅0.6～ 1.Ocmの柱の剥離痕が見ら

れる。剥離痕の内偵Iは、透孔状の切れ込みが認めら

れ、還元色を呈していることから本来柱が接合して

いた可能性が推測される。隅部下面は、粘土を下方

に積み足している。

26(H7)は 草招形埴輪の可能性があるが、断定
できない。香川県埴輪出土遺跡調査報告 (1986年

刊)には盾形埴輪として紹介されている。外面がに

ぶい褐色、内面が明赤掲色を呈しており、岩崎山4

号墳の埴輪の中では異質な色調である。タト面に3条

の横方向の沈線と、それにT字に直交する2条の縦

方向の沈線が見られる。断面は横方向に曲線をもっ

ている。内面は上位に横方向のハケが見られ、下方

につれて器壁が厚くなる。作図は2002年報告書と同

じ天地で行ったが、草権形埴輪であれば、天地が反

対になる可能性もある。なお、同様の色調の事例と

岩崎山古墳群

して37(H10)があり、同一個体の可能性もある。
27(H6)は 平板状の埴輪片で外面に綾杉文が見
られる。この綾杉文に隣接して平行する幅2.5cm以

上の剥離痕がある。また、綾杉文から剥離痕 とは

反対方向に4 cm離れて端面が確認できる。外面には

縦、横両方向のハケ調整が見られ、赤色顔料が塗布

されている。香川県埴輸出土遺跡調査報告 (1986年

刊)に は盾形埴輪として紹介されているが、外面に

剥離痕を認めることから断定は困難である。

28(Hll)は平板状を呈し、外面に突帯がついて
いたと推測されるが、小片のため埴輪の種類及び全

体の復元は困難である。突帯の一辺が剥離しており、

剥離面にハケが確認できる。色調は赤掲色を呈し、

岩崎山 4号墳出土の埴輪では異質な色調である。赤

色顔料は認められない。香川県埴輸出土遺跡調査報

告 (1986年刊)に は盾形埴輪として紹介されている。

29(H9)は勾玉のような形状を呈する。一方の
端部は曲線を描きながら丸くおさまる。もう一方は

途中で欠損する。現存長 6 cm、 断面は不整円形、屈

曲部付近で径2.5～ 3 cmを 測る。赤色顔料は認めら

れない。2002年報告書では人物埴輪の一部 (腕)の

可能性が指摘されている。

30(H13)は長さ5。3m、 幅約 3 cmで 中央部が少し

くびれた長楕円形を呈する。石棺身の南側縄掛突起

の下より出上した。胎土は精緻である。2002年報告

書では陶餅と紹介されており、一見人物埴輪の頭に

ついていた結髪のように思われるが明らかでないと

記載されている。色調は外面が橙色に対して内面は

還元色を呈する。赤色顔料は認められない。

31(H12)は 外反部分である。外面に突帯が見ら

れるが、突帯の先端は破損している。調整方法は外

面が縦ハケの後に横方向のナデ、内面が上位に横ハ

ケを残す。外面には赤色顔料が確認できる。埴輪の

種類は不明である。

32(H8)は棒状の埴輪で、片方の端部は欠損し
ている。現存長8.3cmを 測る。幅は欠損部に向かう

につれ細 くなっていく。内側に粘上の剥離痕が認め

られ、本来他の部材と接合していたようである。

33(H5)は鰭付円筒埴輪の鰭が推測される。本
体から剥離した状態で、上下面、外端部も欠損する。

現状で長さ28.7cm以上、幅9.5cm以上を測る。剥離面

から先端にかけて厚さは薄くなっていく。剥離面は

幅 2～ 2.5cmを 測 り、下端から3 cm間で横方向のハ

ケ調整の痕跡が認められる。横方向の突帯との関係

がわかる箇所はない。赤色顔料は認められない。

34は朝顔形埴輪か壺形埴輪の口縁部である。擬口
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第 15図 4号墳出土埴輪 (1)(S=1/4 さぬき市郷土館蔵)
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岩崎山古墳群

第 16図 4号墳出土埴輪 (2)
縁手法による二重口縁を呈する。屈曲部から口縁部

端にかけてゆるやかに外反し、器厚は屈曲部から口

縁部端にかけて厚 くなっていく。外面に横方向の丁

寧なヘラミガキが見られ、また、赤色顔料の塗布が

顕著である。

35～43は円筒埴輪片が主である。

35は最上段の突帯から口縁部に至る箇所である。

最上段の突帯から口縁部にかけて外反し、内面のケ

ズリは最上段の突帯付近まで横方向に施され、その

上位は、ハケとナデが残る。外面は赤色顔料が顕著

に観察できる。

36も 最上段の突帯から口縁部に至る箇所である。

日縁部は外反し、内面のケズリは最上段の突帯まで

施される。

37(H10)は 胴部である。外面は褐色、内面は明

赤褐色を呈し、26(H7)の埴輪に類似し、同一個
体の可能性もある。外面に縦ハケ、内面に斜めハケ

喝》曼

総 仲⑧

(S=1/4 さぬき市郷土館蔵)
が見られる。突帯の内面はナデが施される。赤色顔

料の塗布は認められない。

38は胴部である。橙色を呈する。外面に赤色顔料

が確認できる。内面はハケ・ナデ調整が見られ、粘

土紐の痕跡が認められる。

39は外面にナデと赤色顔料、内面に縦方向のケズ

リが見られる。外面に「津田岩崎山」の注記がある。

40は外面に縦ハケ、内面にケズリを施す。外面に

「津田岩崎山」の注記がある。

41は外面にかろうじて赤色顔料を確認できる。

42は底部付近であるが、下端部を欠損し、傾きは

判然としない。底部は広がっている。赤色顔料は確

認できない。

43は底部である。端部は肥厚することなく、面を

持つ①外面に黒班を認める。

図化していない2点は胴部片である。内外面にナ

デ調整が認められる。
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岩崎山古墳群

第17図 4号墳出上埴輪 (3)(S=1/4 鎌田共済会郷土博物館蔵)
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第 18図  4号墳出土埴輪 (4)
②鎌田共済会郷土博物館保管埴輪

坂出市鎌田共済会郷土博物館に岩崎山4号墳出土

埴輪がある。これらの埴輪は大正時代に採集された

もの (大正15年 10月 4日 採集の注記のある円筒埴輪

が保管されている。)、 昭和初期に採集されたものが

中心である。その中に、昭和 4年 (1929)に発見さ

れた楕円形埴輪がある。昭和 4年 (1929)2月 28日 、

松浦正一氏と岡田唯吉氏の2人が4号墳の石室を実

測した際、墳丘南側のくびれ部で3個体の円筒埴輪

が並んで埋まっているのを発見した。中央の埴輪は

短径30cm、 長径33cmで両側の埴輪との間隔は約12cm

であったという。博物館には底部の完存する楕円形

埴輪 1点が保管されている。

他、昭和 5年の報告書では前方部南側で円筒埴輪

が多数散乱していることが記載されているが、この

場所からの採集品も保管されている可能性がある。

今回、昭和 4年に発見されたという楕円形埴輪の

他、岩崎山4号墳出土遺物として所蔵されている埴

輪で比較的残りの良好な個体について図化を試みた。

44は精円形埴輪である。長径39cm、 短径20cmを測

る。外面に「大川郡津田町岩崎山 4号墳 埴輪円
筒」の注記がある。昭和 5年の報告書では楕円形埴

輪について長径33cm、 短径30cmと あり、保管されて

いる埴輪の数値と大きく異なる。

埴輪は内傾しながら立ち上がる箇所と外傾しなが

ら立ち上がる箇所がある。底部から17cm上で最下段

の突帯が見られる。突帯は部分的に欠損しており、

岩崎山古墳群

(S=1/4 鎌田共済会郷土博物館蔵)
胴部外面の剥離面に0,3cm程 度の円形状の小孔が確

認できる。これは突帯貼り付けのための基準孔と推

測される。小孔は2 cm間隔で2点認められる。

外面は粗い縦ハケが一面に施される。透孔は認め

られない。ハケのラインは突帝剥離面に見られるハ

ケのラインに繋がることから一次調整と考えられる。

底部内面は指押さえ、指ナデが顕著に見られ、そ

の上位は斜め方向のハケやナデが見られる。1.5cm

幅で粘土紐の接合痕が観察され、指ナデによる調整

が確認できる。

色調は橙色を呈し、多くの岩崎山4号墳出上の埴

輪とは異質な色調である。外面には広い範囲で黒班

が確認できる。赤色顔料は認められない。

45は精円形埴輪の可能性がある。 2個体が接合

し、他 1個体も同一個体の可能性がある。面をもっ

た幅広の底部から外方に立ち上がる。外面にはハケ

が見られ、底部付近は工具を用いた斜め方向のナデ

が施されている。内面は底部付近に指ナデ、その上

位に縦方向のケズリが認められる。色調はにぶい黄

橙色を呈し、外面に赤色顔料が確認できる。

この他、岩崎山4号墳の埴輸として保管されてい

る埴輪片が20点前後、岩崎山4号墳出土の可能性の

ある埴輪片が70点前後保管されている。多くが円筒

埴輪で色調、胎土はさぬき市郷土館保管の円筒埴輪

や、平成19年度調査で出上した円筒埴輪 と共通す

る。なお、岩崎山4号墳の可能性のある埴輪片の中

には赤褐色系も認められ、これらは岩崎山4号墳以

這
密
ノ
匁 与撹

t      y″
|″

吟r＼ 肥%― う
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岩崎山古墳群

外の出土品である可能性もある。

第 4節 土器
①土師器奏

さぬき市郷土館に岩崎山4号墳出土と伝わる土器

小片が34点ある。破片の状態であるが、同一個体と

おもわれる破片も多く、器種としては土師器奏が想

定される。 1～ 2の個体数が推測される。出土位置

と現在に至る由来は不明である。

46は胴部上半から口縁部にかけてである。口縁部

は途中ゆるく屈曲して広がる。端部は内傾して面を

なす。口径15cmを測る。胴部は外面にハケ、内面に

ハケ、指押さえを認める。布留系の土器である。

47は胴部から顎にかけてである。外面にハケ、内

面に斜め方向のナデが認められる。

図化していない資料は土師器奏の胴部である。外

面にハケ、内面には指ナデが認められる。

②まとめ

土師器甕は発見の由来が判然とないが、形態的に

みて、岩崎山古墳群にほぼ並行する時期の遺物であ

ることが分かる。

|        ゝ`ヽ
m47

第19図 4号墳出土遺物 (S=1/2 さぬき市郷土館蔵)

岩崎山5号墳遺物調査

第 1章 調査の概要について
昭和57年 (1982)9月 26日 、松喰虫の被害木を伐

採するために、作業進入路を建設した際に4号墳の

西30mで発見され、緊急調査が行なわれた。調査の

概要については昭和57年度の『香川県埋蔵文化財調

査年報』に報告されている。

出土遺物に関しては、箱式石棺の床面直上から傍

製内行花文鏡 1面、勾玉 1個、ガラス製小玉38個、

鉄刀子 1、 碧玉製管玉10個が出土した。また、さぬ

き市郷土館にはその他に針状の鉄器が岩崎山5号墳

の出土遺物として保管されている。針状の鉄器は

『再訂津田町史』(1986)に勺 (しゃく)と紹介され、

野牛古墳の報告書にはヤス状鉄器として図面が公表

されている (香川県教育委員会『野牛古墳』2000)。

一方、その他の遺物については報告書には写真によ

る掲載のみである。そこで、今回、出土遺物の図面

の作成・検討を行った。

第2章 調査の成果
第 1節 銅鏡 (内行花文鏡)
①発見の経緯

快り取られた箱式石棺東小口に近い所の右隅から

出土した。出上位置は床面直上である。

②遺存状態

完存はしているが、錆の膜が広がっており、白銅

部分はほとんど認められない。内区にL字状の長さ

2 cmの亀裂が入り、その部分が鏡背から見て、窪ん

でいる。鏡背面には鉦の部分、内区の花文部分に布

の付着した痕跡が認められる。出土当時は鏡全体が

布で包まれていたという。

③法量・重量

直径11.2cm、 厚さは内区で0.25cm、 縁頂部で0.3cm

を測る。反りは0.2cm程度で、端から1.5cm内側から

反りはじめる。重量は117.9gである。

④文様構成

半球形の鉦があり、内区は外方に向って二重の圏

線、櫛歯文帯、平頂素文帯、人花文と続く。さらに

内区タト縁は珠文帯、櫛歯文帯である。殊文帯と櫛歯

文帯は内区花文部や外区よりも若干窪んで低くなっ

ており、内区と外区を視覚的に区画している。外区

は鏡縁から1.6cm内側からで、鏡面はこの場所から

反る。鏡背も外反しながら立ち上がる。鏡縁は傾斜

する。

⑤鉦

径1.8clll、 鏡面からの高さ0。95cmである。鉦孔は断

面がカマボコ形で幅 4mm、 高さ2mmを測り、鉦
孔底部をおおよそ鏡背の地文部の高さに置いてい

る。錆のためか、現状では鉦孔は貫通していないよ

うに見える。円座は認められない。

③内区主文様

人花文が見られる。花文内は錆によって全体の様

子は不明であるが、確認できる箇所からは花文ごと

に単位文様が描かれているようである。鉦孔の延長

は花文の頂点或は弧線の中央に位置していない。花

文の頂点間は2.5cm、 円頂素文帯から花文の頂点ま

での長さ0.8cmを測る。
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岩崎山古墳群

第20図  5号墳出土鏡 (S=1/1 さぬき市郷土館蔵)
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⑦内区外周部

内側に殊文帯、外側に櫛歯文帯となる。内区と外

区は同じ高さで内区外周部が0。2～ 0.3c皿低くなって

いる。

殊文帯は0.15cm程度の小型の殊文を密に配してい

る。殊文間の距離は均等ではない。

①外区

内区との境から水平に0.5cm伸 びた後、端部にか

けて高さ0.2cmで立ち上がる。

③保管場所

平成20年 (2008)現在、銅鏡はさぬき市郷土館で

保管されている。

第 2節 鉄刀子
①出土状況 。現状

報告書によると鉄刀子は刃部を側石側へ、先端を

東に向けて出土した。

②法量 。特徴

現存長7.8cm、 重量10.5gで ある。刃部は刃部長

5,7cm、 刃部最大幅1.3cm、 刃部背0,3cmを 測り、茎と

の境に刃部辺のみに関をもつ。刃部の背は茎部との

境まで直線的で茎部は先端に向って少しすぼまる。

≧は刃部との境付近で幅1.45cm、 厚さ0.3cm、 端付近

で幅0,9cm、 厚さ0.25cmを測る。刀子全体に布痕が認

められる。

平成20年 (2008)現在、鉄刀子はさぬき市郷土館

で保管されている。

第3節 勾玉、管玉、ガラス玉
①勾玉 1イ固

硬玉製である。淡緑色と白色が混ざり合い、透明

感がある。稜線を残さず良く研磨されており、C字

形を呈し、断面は円形である。全長1.9cm、 胴部厚

さ0.6cm、 頭部厚さ0.75clllで、頭部はやや厚く曲線を

描く。TL径は上端0.3cm、 下端0.15cmを 測る。穿孔は

両面穿孔で赤色顔料の付着する箇所がある。昭和26

年に出上した岩崎山4号墳出土品に法量が類似す

る。

平成20年 (2008)現在、勾玉はさぬき市郷土館で

保管されている。

②管玉

10点確認できる。小型品が多く、長さ、径ともに

Iゴ らつきが見られる。長さ0.6～ 1.3cm、 径0.2～ 0.45

cm、 孔径0.1～ 0.2c皿 である。長さの長いものが必ず

しも径が大きいわけではなく、長さと径が対応して

いない点に多様さの要因がある。

岩崎山古墳群

色調も緑色を基本とするが微細な差異が指摘でき

る。深い緑色、淡い緑色、青味かかった色など様々

である。

外面や孔内には赤色顔料の付着した個体も多い。

津田湾古墳群では赤山古墳、岩崎山4号墳、野牛

古墳で現存する管玉を確認できる。赤山古墳では長

さ5～ 6 clllの大型品が見られる。法量、色調にばら

つきはどの古墳の管玉にも認められる。 5号墳出土

の管玉はこれら津田湾古墳群の現存する管玉の中で

は最も小型の部類に入る。平成20年 (2008)現在、

管玉はさぬき市郷土館で保管されている。

③ガラス小玉 (第 21図 51～ 114)

岩崎山 5号墳の調査記録によると石棺床面直上か

ら4個、床面埋土から34個が出土したとある。しか

し、現在さぬき市郷土館で保管されている総数は53

個で記載より多い。

5号墳のガラス小玉は色調、形態から3タ イプに

分類できる。 lタ イプは濃青色を呈する大型のもの

で、 1点のみの出上である (61)。 側面の4方向に
3～ 4mmの 円形の面を有し、光沢をもつ。赤色顔
料の付着は肉眼では確認できない。

2タ イプは棗形、円筒状の形態で青色を呈する

(62～ 88)。 光沢は顕著には認められない。 5号墳の

ガラス小玉では最も事例の多いタイプであるが 3タ

イプに近似した形態もある。高さ0,3～ 0,7cm、 幅0.3

～0.6cmが 多い。縦長のもの、高さが低 く円柱のつ

ぶれたものなどいくつかの形態に細分される。両端

面の穿孔の径がほぼ同じで直線的な点が 3タ イプと

の大きな相違点である。両端面は整形によって面を

なすものと、面の不明瞭なものがある。外面には赤

色顔料の付着が顕著に確認できる。

3タ イプは緑色気味で、光沢と透明感をもつ (89

～114)。 長さ0.5～ 0.6cm、 幅0.3c胆で、 2タ イプに較
べて形態差・法量差は少なく、均質な製品が多い。

形態の特徴は側面が強く張る点で、最大幅部分に稜

線をもつソロバン玉に似た事例も多く、滑石製の臼

玉に共通する。穿了しは両端の一方が幅広く、一方が

狭い。広い方は穿孔面の角が丸みをおびているのに

対して、狭い方は鋭利な角が残る。先端に向ってす

ぼまる工具を使用して穿子しされたと推察できる。ま

た、 2タ イプに見られたような端部の面は確認でき

ない。外面には赤色顔料の付着した例が認められ

る。
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岩崎山古墳群

岩崎山火葬墓

第 1章 掲載の概要について
岩崎山火葬墓はさぬき市津田町津田2205-11こ 所

在する。

0                 50cm

第22図 岩崎山火葬墓出土遺物及び出土状況図 (S=1/4、 呵/20)

Ｎゝ

輸一２５．６

岩崎山火葬墓は古墳時代から後の遺構ではある

が、岩崎山山頂から南東に下った尾根傾斜面の、岩

崎山古墳群からは近い場所に位置する。本書では岩

崎山古墳群周辺の歴史をまとめる上で重要と考えら

れるためここに参考資料として掲載する。

第2章 調査の経緯
岩崎山火葬墓は民間土地開

発に伴い平成13年 10月 に発見

された。津田町教育委員会

(当時)が調査主体 となり、
大川地区広域行政整備事務組

合埋蔵文化財係が調査を担当

した。調査期間は平成13年 10

月26日 ～11月 6日 の実動 3日

間である。

第3章 岩崎山火葬
墓の概要

火葬墓は岩崎山 l号墳の立

地する岩崎山山頂から南東に

尾根を下った標高26m付近の

尾根斜面で発見された。事業

予定地内には他に同様の遺構

や遺物は認められず単独で所

在する。

出土状況は土師質の奏と鉢

の2個体の上器が重なるよう

な状況で埋置されていた。上

部を重機による掘削によって

欠くが、奏を逆位に置き、こ

の上に鉢を被せていた。土壊

には石室のような施設は認め

られない。

甕形土器 (第22図 -115)

張りのない胴部から口縁部

が短く外反する。胴部に把手

が 2ヶ所見られるが、両者と

も打ち欠きにより欠損してい

る。胴部下半は現存しない。

内タト面は一面にナデ調整が観

察される。外面のナデは不整

方向に認められ、器面は凹凸
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の目立つ粗い調整である。頸部直下から回転の横ナ

デが認められ口縁端部まで及ぶ。内面は不整方向の

ナデが見られ、器面は凹凸が目立つ。また、粘土紐

の接合痕が一部観察される。顕部から口縁端部にか

けては回転のナデが認められる。口縁端部は肥厚せ

ず九くおさめる。

法量は口径28cm、 胴部最大幅30cmを 測る大型品で

ある。胎土は1～ 3mmの長石粒を多く含み、色調
は浅黄橙色を呈する。器面に黒斑は認められない。

鉢形土器 (第22図 -116)

口径44.6cmの 大型品である。器高は底部を欠損す

るため不明であるが、残存部で19cmあ り、下端部は

底部に向ってすぼまっていることから、底部は九底

で20cm程度の器高であったと推測される。胴部は張

りがなく、外方に曲線を描きながら内湾し、口縁部

は胴部からゆるく屈曲して外反する。残存状況は底

部から上で、残存は1/2である。

内外面は全体にナデ調整が観察される。外面のナ

デは不整方向に認められ、器面は凹凸が目立つ粗い

調整である。頸部から口縁部にかけて回転の横ナデ

が認められる。内面も不整方向のナデが見られ、器

面は凹凸が目立つ。顎部から口縁端部にかけては回

転のナデが認められる。口縁端部は九くおさめられ

ているが、端部内面に強いナデが施されるため、口

縁端部内面は粘土を上方にややつまみ上げたような

状況が窺える。

胎土は1～ 5mmの長石粒を多く含み、色調はに
ぶい黄橙色を呈する。黒斑は外面に一部確認でき

る。

岩崎山古墳群

まとめ

第 1章 岩崎山 1号墳
第 1節 墳丘について
①墳丘規模

岩崎山 l号墳はこれまで表面観察から円墳と前方

後円墳の両説が指摘されてきた。また、墳丘は北東

尾根側に掘切 りが指摘されていたものの、その他の

方角は墳丘がそのまま自然地形に続き墳丘の範囲が

不明確であった。これまで昭和 2年調査では直径

15mの円墳、昭和26年調査では直径15mの円墳、平

成14年調査では後円部径14m、 前方部長12m、 全長

26mの前方後円墳が指摘されている。

今年の調査では墳丘から続く北東・北西の両尾根

にトレンチを設定した。掘削の結果墳丘裾を示すよ

うな葺石は確認できなかったが、両 トレンチともに

堀切りを確認し、堀切 り底から墳丘に立ち上がる傾

斜変換点を確認した。これにより、墳形が円墳であ

ることが確定した。ただし、傾斜変換点は明瞭では

なく、どのラインを採用するかによって墳丘規模に

多少の差が生じる。次に多少の誤差を想定しつつ墳

丘規模について検討したい。

トレンチ 1は堀切 り底から墳丘に立ち上がる地点

に溝状の窪みがある。 トレンチ内での検出のため、

この窪みが自然に生じたのか、人為的なものかは判

然としない。地山のラインからはこの窪みの西側に

傾斜変換がみられ、墳丘裾の候補に挙げられる。こ

の地点のベースは花聞岩風化上である。そして、こ

の地点から緩 く40cm立ち上がった地点でベースは

岩盤となる。岩盤はトレンチ 1の南西端まで続く。

よって視覚的に見た場合、花聞岩風化土と岩盤の境

が墳丘裾に見える。この地点をもう一つの候補とす

る。よって、 トレンチ 1で確認された墳丘裾はこの
2つの地点間であり、誤差範囲は40cmである。

次にトレンチ 2の堀切 り底場はトレンチ 1の底場

よりも約 lm高い。従って墳頂部までの傾斜は緩や
かとなり傾斜変換点は不明瞭である。墳丘裾はトレ

ンチ北東端から4.3～ 4.9m地 点が想定され、誤差範

囲は70cmである。

次に墳丘の中心を検討する。上記で確認された両

トレンチの墳丘裾から垂直 2等分線を引き、それが

墳丘の中心付近のどの部分を通過するか検討したと

ころ、ほぼ墳頂部の2基の箱式石棺の中心から北東

の箱式石棺にかけて通過することが判明した。よっ

て、墳丘の中心は定石どおり2基の箱式石棺の中間
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付近に設定することが可能である。

こうして導き出された墳丘の中心から両 トレンチ

の墳丘裾を通過する正円を描くと墳丘規模は18～ 19

mに復元される。

次にこの復元に対して地表面で観察される墳丘の

傾斜変換点から検証を試みる。第23図の太線が地表

面から想定される墳丘裾である。墳丘南東部が比較

的視認しやすく、太線の箇所で若千のテラス状を呈

する。上記の墳丘の中心から両 トレンチの墳丘裾を

通過する正円を描くと、ほぼこの太線の近辺を通過

する。その誤差は最大で80cmであるが、多くの箇所

では50cm内 におさまる。よって、地表面観察からも

上記の墳丘径が妥当なことが指摘できる。ただし、

今回の トレンチが 2ヶ所のみであること、地表面の

観察には限界があることから、今回の数値は推定規

模にとどまる。今回の調査では岩崎山 1号墳は径18

～19mの 円墳であることが推測される。

第23図  1号墳、6号墳復元図 (S=1/300)

墳丘高は墳丘裾が水平でないため、場所によって異

なる。調査ではトレンチ 1と トレンチ 2の裾部では

約 lmの比高差が見られた。 1ト レンチの墳丘裾か

らは高さ2.4m、 2ト レンチからは1.4mを 測る。

②墳丘の特徴 。外表施設

これまでの津田湾古墳群の調査において、一つ山

古墳、岩崎山4号墳は墳丘裾を水平に整形している

ことが判明し、鵜の部山古墳も東側外周段築以外は

水平であることを確認していた。津田湾の古墳群は

墳丘の丁寧な造作が指摘できるが、その一要素が墳

丘裾を水平にすることであった。今回調査した岩崎

山 1号墳では墳丘北東尾根よりも標高の高い北西尾

根を深い堀切りによって水平に造作する作業は行っ

ておらず、結果として両尾根の堀切りの底場にlm
の比高差が生じている。この点に周囲の墳丘裾に合

わせるように深く尾根を掘り切った岩崎山4号墳と

の相違点が指摘できる。こうした特徴は墳丘築造の
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簡略化であり、墳丘規模、古墳被葬者の階層性とも

関わる可能性がある。

1号墳の墳丘築造の簡略化は外表施設にも認めら

れる。 トレンチ調査では葺石は全く確認できなかっ
た。地表面でも地山とみられる岩盤の塊は点在 し

ているが、葺石の可能性のある石材は皆無である。

よって、元々葺石を使用していないことが指摘でき

る。 トレンチ 1の墳丘斜面は堆積上下で一面に岩盤
が認められた。

埴輪は 1号墳においてこれまで指摘されてこな

かったが、今回の調査でその存在が確かめられた。

原位置で出土した埴輪はなく、樹立場所は判然とし

ないが、 トレンチ 1、 2と もに出上したことから、
比較的多くの埴輪が使用された可能性はある。

③埋葬施設の方位

埋葬施設は墳頂部に2基の箱式石棺が並列してい

る。箱式石棺の長軸の方位はN-40° 一Wである①

津田湾古墳群では讃岐の前期古墳に多い東西方位が

採用されず、畿内と共通する南北主軸が指摘されて

いる (玉城1985)。 しかし、厳密な南北方向ではな

く、周辺の地形、墳丘主軸との関係の中で方位が決

定されている例の多いことが半J明 しつつある。赤山

古墳では到抜式石棺は墳丘主軸に対して直交、平行

の関係にあり、 1号石棺がN-27° ―E、 2号石棺
がN-124° 一Eである。岩崎山古墳は墳丘主軸に

直交して、N-29° ―Eである。

岩崎山 1号墳の方位はN-40° 一Wで厳密な南北

方位ではない。この方角は北東尾根の主軸から見れ

ば、82° の関係にあり、北東尾根に直交しているこ

とがわかる。つまり、埋葬施設は岩崎山2～ 6号墳

の立地する尾根を意識して方位が決定されているこ

とが指摘できる。

④平野からの視覚

古瀬清秀氏は墳丘南側が自然地形と墳丘を区別す

ることが困難であることから、南から仰ぎ見た場合

に墳丘が大きく見える。それに対して、北側は急角

度の自然傾斜面に続くことから、墳丘裾が直線的で

円形でないことを指摘している。今回判明した墳丘

裾から正円の墳丘を復元すると、墳丘北側は急角度

の自然傾斜面となる。この地点は北東尾根と北西尾

根の接点であり、今視認できる地形が本来的なもの

か、山崩れなど後世の改変があったかは判然としな

いが、本来的な地形とすれば、墳形は箇所によって

異なるいびつな形になる。

なお、埋葬施設の方位から見ると、北東尾根を意

識していることがわかり、この方向に正面観のある

岩崎山古墳群

ことが指摘できる。

第2節 埴輪について
岩崎山1号墳の築造年代は石製模造品や武具から

古墳時代中期頃が想定されてきた。今回の調査で年

代を検証する材料として埴輪片が出土した。この節

では埴輪から古墳の築造時期の検討を試み、また、

形態的特徴から周辺の古墳との関わりを検討したい。

① 岩崎山1号墳の埴輪の特徴
まず、岩崎山1号墳の埴輪の特徴をまとめる。今

回出土した埴輪は100点程度で、多くが小片である。

よって、全体像を窺うことはできないが、突帯が5

点、口縁部付近が想定される個体が 1点、朝顔形埴

輪の可能性が想定される個体が1点、壼形埴輪の頸

部突帯の想定される個体が 1点出土したことにより

ある程度の指摘は可能である。

まず、突帯からまとめよう。突帯は下端幅1.5cm、

高さ2 cⅢ前後が多い。上端幅は0.5～ 0.7cmで細長く

突出する形態を有する。先端はナデによって凹みが

見られる。上下面はナデ調整されるが、上面は1条

のゆるく凹むナデに対して、下面は2条の横ナデが

多いのが特徴である。また、補充技法の事例が確認

できる。補充技法とは胴部に貼り付けた粘土紐の上

部や下部に粘土を足すことによって突帯の形状を整

えるものであり (赤塚1979)、 第7図 -1では断面
に接合線が、剥離面には粘土紐の接合痕が明瞭に観

察される①

突帯貼付け時に基準として胴部に施される方形刺

突痕は認められない。

胴部は高さ、径を示す資料は少なく、唯一第7図

-1が胴径29.4cmで ある。厚さは0,7～ 0.8cmの 薄手
である。内外面の調整は摩滅によって明瞭に観察で

きる個体はないが、かろうじて内面にケズリの観察

される例がある。

口縁部は先端が判然としないが、外面はつよい外

反する曲線ライン、内面は屈曲点を認め直線気味に

外方に広がる特徴を有する。二重回縁の可能性があ

り、円筒埴輪や壷形の口縁部になる可能性がある。

朝顔形埴輪が想定される個体は1点ある。最上の

突帯から直線的に外反して口縁部に至る。端部は面

をなす。最上の突帯の先端は剥離が認められ、補充

技法の可能性があり、本来は長い突帯であった可能

性が推測される。

壼形埴輪の頸部突帯の可能性のある個体は小片で

それと断定できないが、他の突帯と比較して小さ

く、断面形が異なる。

-35-



岩崎山古墳群

―
(〔＼め

］石

・突帯幅 15～2 2cm
・突帯高 ].9～2 35cm
・突帯上端幅 08～0.8cm
・補充技法有り

(断面・内面の接合痕)
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高松茶臼山古墳 (香川県立ミュージアム蔵)

・突帯幅 14～ 27cln
・突帯高 0.7～ 1 3cm
・突帯上端幅 04～ 1 2cln
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。突帯高 04～ 1 6cm
・突帯上端幅 05～1 8cm
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第24図 円筒埴輪突帯の比較 (S=1/1)
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他に高杯の脚部接合部の可能性がある小片が 1個

あるが、胎土が他の埴輪と同じであり、埴輪片であ

る可能性も十分に想定され、詳細は不明である。

色調は全体的に共通しており (浅黄橙色 )、 胎土

(0.2～0.5cmの砂粒を比較的多く含む)も 共通してお

り、全体数は少ないものの、同じ場所で一系の集団

によって製作された可能性が推測される。

以上が岩崎山 l号墳出土埴輪の概要である。突出

した突帯、二重口縁の可能性を推測させる口縁部片

からは、県内でも古い段階の埴輪類の可能性があ

る。つまり、これまで古墳時代中期とされていた年

代に対して、埴輪の様相からは時期を遡らせる必要

が想定される。

②富田茶臼山古墳出土埴輪との比較

上記から岩崎山 1号墳の時期が古くなり、富田茶

臼山古墳よりも時期的に古いことが判明してきた

が、確認として富田茶臼山古墳の埴輪との比較を

行っておきたい。なお、富田茶臼山古墳出土埴輪は

國木健司氏の記載があり、以下の内容は氏の指摘を

参照して作成した。

埴輪の種類は円筒埴輪、朝顔形埴輪、形象埴輪が

ある。円筒埴輪底径は18～25cmで上部に向って外開

きとなる。突帯は下端部幅1.6～ 2.4cm、 高さ l cm前

後である。突帯の形態について國木氏は断面台形の

A種、上端部が0.6cm前 後と狭 く断面三角形に近い

B種、上端部が1.3c皿前後と幅広い断面正方形に近
いC種に分類し、分類ごとに色調、胎土に相違が認

められ、各々が製作地を異としていた可能性を想定

している。

調整方法は外面が 1次調整縦ハケ、二次調整横ハ

ケ、内面が縦、横のナデである。最上突帯から口縁

部上端までは高さ11.5cmの事例がある。透了Lは 円形

である。

富田茶臼山古墳と岩崎山 1号墳の埴輪を比較する

と、差異は明確に指摘できる。特に突帯の突出度や

形態は顕著である。両者の属性からは、岩崎山 1号

墳の方が古い特徴を有していることが指摘でき、岩

崎山 1号墳の埴輪は明らかに富田茶臼山古墳の埴輪

よりも古いことが指摘できよう。

③岩崎山4号墳出土埴輪との比較

以上から、時期的に並行する可能性のあった岩崎

山 1号墳が富田茶臼山古墳に先行する古墳であるこ

とが確認できた。次に時期、埴輪の特徴を明確にす

るためにさらに他の古墳の出土埴輪との比較を試み

る。その中で岩崎山4号墳は1号墳と同じ尾根上に

造営された古墳である。

岩崎山古墳群

岩崎山4号墳は円筒埴輪、朝顔形埴輪もしくは壷

形埴輸、形象埴輪がある。円筒埴輪の胴部径は30cm

前後で規模が類似し、稀に40cm前後の例がある。

突帯の形態は台形、箱形が多く、若千三角形の例

が認められる。突帯外面はつよいナデによって凹

み、稜線の明瞭な例が多いが、断面台形のタイプも

確認できる。胴部の突帯接合面は間隔をおいて方形

の刺突痕の認められる個体が多い。

口縁部は最上の突帯から外反して約 6 cmで上端に

至る例が多い。外面調整は縦ハケ、横ハケ、ナデ

が、内面調整はケズリ、ハケ、ナデが認められ、最

上突帯から口縁部にかけては、内外面ともにハケ、

ナデ調整されている。特に外面は丁寧なナデによっ

てハケを消しているのが特徴である。

透孔は方形、三角形、半円 ?形など様々で、突帯

間に3個以上穿たれていた可能性がつよい。

色調は浅黄橙色が多く、橙色が少し見られる。橙

色とi完責橙色の埴輸は内面調整など製作技法に相違

点が認められる。

岩崎山4号墳と岩崎山 1号墳の円筒埴輪を比較す

ると、色調 。胎土はほぼ類似するものの、突帯の形

態は大きく異なる。特に突帯の高さは岩崎山4号墳

が l cm前後に対して、 1号墳は2 cm前後と、岩崎山
1号墳の方が突出する。また、 4号墳にある突帯接

合面の方形刺突は数が少なく断定はできないものの

1号墳では認められない。さらに、口縁部は1号墳

で可能性を指摘した二重口縁は4号墳では認められ

ない。 4号墳ではほとんどの円筒埴輪外面に赤色顔

料を塗布していたが、 1号墳では赤色顔料は確認で

きなかった。

このように、同一尾根にある1号墳と4号墳は埴

輪の特徴において相違点の目立つことが指摘でき

る。時期的関係は、これまで石製模造品を有する

1号墳の方が新しく位置づけられていたが、埴輪の

特徴を見ると、反対に1号墳に古い特徴が指摘でき

る。 l号墳出土の埴輪は少なく、全体像が判然とし

ない中で、ごく一部の特徴をもって時期的関係を検

討することは危険であるが、突帯を中心とした限ら

れた現状の資料からは1号墳の方が4号墳よりも古

い円筒埴輸の特徴を有する可能性が想定される。

④高松茶臼山古墳出土埴輪との比較

では、 1号墳の埴輪に類似例はあるのだろうか。

県内の出土埴輪を概観した結果、高松市高松茶臼山

古墳出上の埴輪が比較的共通点の多いことが想定さ

れた。

高松茶臼山古墳の埴輪は大久保徹也氏、蔵本晋司
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氏の報告がある。今回 l号墳の比較調査として高松

茶臼山古墳出土埴輪の観察を行ない、岩崎山 1号墳

で見られた補充技法を確認した。

まず突帯は高さ2 clll以上の例が多く、 1号墳と類

似する。突帯の形態は数タイプあるが、その中で下

面が水平気味に突出するタイプがある。同様の形態

は1号墳にも確認できる。また、突帯外面のナデ調

整は下面に2条のナデによる凹みが両者ともに確認

できる。類例は大分県小熊山古墳においても観察さ

れる。さらに、補充技法が両古墳で確認できる。赤

塚次郎氏は補充技法がごくかぎられた時期に認めら

れ、第 1段階の埴輪の特徴であることを指摘してい

る。また、事例として西殿塚古墳の埴輪を挙げてい

る (赤塚1979)。

口縁部は高松茶臼山古墳が受口状口縁 (二重口

縁)を呈する。 l号墳は小片で断定はできないが、

同様の受口状口縁になる可能性がある。

以上から、 1号墳の突帯の形態、製作技法は高松

茶臼山古墳出土の突帯と類似していることが指摘で

きる。高松茶臼山古墳の埴輪は東四国地域における

導入期の円筒埴輪であることが指摘されており (蔵

本2007)、  1号墳も同時期の埴輪である可能性があ
る。ただ問題となるのが、これまで時期の根拠 と

なっていた石製模造品と武具の存在である。築造時

期と副葬時期が異なる可能性、遺物の想定年代が

誤っている可能性など、いくつかの可能性が推祭さ

れる。しかし、 1号墳で検討した円筒埴輪の資料数
が少なく全体像が把握できていない現段階では、高

松茶臼山古墳と同時期の埴輪であると断定すること

はできない。古い段階の特徴をもち、高松茶臼山古

墳出土埴輪に類似する程度に指摘を留めておきた

⑤まとめ

以上をまとめると、まず、 1号墳の埴輪の特徴か

らは富田茶臼山古墳よりも古く位置づけることがで

き、これまでの指摘から想定された時期的並行は否

定された。そして、同じ尾根上に所在する岩崎山4

号墳との比較からは、これまで4号墳の方が古く評

価されてきたが、埴輪の検討からは1号墳の方が古

くなる可能性が出てきた。現段階では時期的関係を

断定することはできないが、時期的に近いことは間

違いなく、立地、時期において近接した両者におい

て埴輪の特徴が大きく異なる点は重要である。 1号

墳の類例を県内の埴輪において検討したところ、高

松茶臼山古墳出土埴輪に類例が認められた。突帯の

形態、製作技法は極めて密接な関係が窺える。ただ

し、時期の特定に関しては、埴輪の一部分の類似で

あるため断定は避け、現段階では類似するという指

摘に留めたい。

第2章 岩崎山6号墳
第 1節 墳丘について
岩崎山6号墳は2基の埋葬施設を確認したことに

より、新しく発見された古墳である。 l号墳の墳丘

と北東尾根の境はつよくくびれていたことから、堀

切りの可能性が指摘されていた (古瀬2002)。 一方、

伐採によって堀切りが想定される地点からさらに9

～10m北束の尾根両斜面に凹みがみられ、この地点

も堀切りになる可能性が推測された。 トレンチ調査
の結果、この2ヶ所から堀切りが確認され、さらに

2つの堀切 りの区画の中心付近に2基の埋葬施設を

確認することによって古墳として認識されるに至っ

た。

2基の埋葬施設はサブ トレンチや現状の観察に

よって安山岩の蓋石の存在を確認した。埋葬施設の

規模は掘削によらず、ピンポールを用いた硬度の確

認により、蓋石の範囲を把握した。埋葬施設長軸の

中心は2基 ともにトレンチ南東壁付近でほぼ共通し

た。 トレンチ南東壁は北東尾根の主軸上に相当する

ことから、尾根主軸を基準にそれに直交し、そし

て、左右対称になるように埋葬施設が設定された可

能性が推測される。

墳丘は、 1号墳の堀切 りの外側の肩か、或はその

地点から北東に0.5mが テラスとなりその先に地形

の立ち上がりが認められることから、地形の立ち上

がりの地点か、ヤヽずれかに墳丘裾が想定される。北

東側は浅い堀切りの底場から地形の立ち上がる箇所

に墳丘裾を想定する。この両地点の距離は7～ 7.5

mであり、墳丘規模は7～ 7.5mの 円墳の可能性が

ある。しかし、コンターラインは明瞭な正円の墳丘

ラインを示さず、精円形の形状か、或は明瞭な墳丘

を整形せず、堀切りによる区画に留めた可能性があ

る。

墳丘裾から墳丘の中心を復元すると2基の埋葬施

設の間に位置することから、埋葬施設は墳丘の中心

の両サイドに設定されたことが指摘できる。

なお、墳丘上は地山上に堆積土が見られる。埋葬

施設はこの堆積土を切っているが、一部のみの確認

であるため、盗掘孔の可能性もある。よって、この

堆積上が封土であるか、後世の堆積上であるかは今

後の課題である。
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第 2節 埋葬施設について
岩崎山6号墳では2基の埋葬施設が尾根に直交し

て認められる。方位はN-55° ―Wである。 2基の

関係は墳丘の中心の両サイドに位置し、尾根主軸に

対称に全長が設定されている。 2基の距離は1.5m

である。両石棺ともにサブトレンチにおいて墓壊或

は盗掘穴の可能性のある掘 り込みを検出し、また、

ピンポールによる石の反応から蓋石の範囲を調べ

た。

埋葬施設 1(南西側)は蓋石の全長1.8m、 幅0.5
～0.7m、 埋葬施設 2(北東側)は蓋石の全長3.15m、

幅0。7～0,9mである。

今回確認したのは蓋石であるため、埋葬施設の種

類は不明である。法量は埋葬施設 1と 埋葬施設 2で

は大きな差異がある。そこで、法量から埋葬施設を

推測するため、表 1に津田湾古墳群で判明している

埋葬施設を集成した。これによると、箱式石棺は泉

聖天古墳が2.4mと やや長いものの、他は1.5m前後

から2mにかけての規模である。一方、竪穴式石室
は3m以上を測る。赤山古墳は到抜式石棺の規模を

見ると2.5m前後であり、外側の上媛は3m前後が
推測される。このように箱式石棺と竪穴式石室では

規模に差異が認められる。岩崎山6号墳の埋葬施設

は蓋石の範囲であり、埋葬施設の全長はそれより

も小さいことが想定される。それを考慮した上で、

埋葬施設 1は全長1.8mで あることからは箱式石棺、

埋葬施設 2は全長3.15mで あることから竪穴式石室

になる可能性が推測される。しかし、竪穴式石室は

岩崎山 4号墳、龍王山古墳など比較的規模の大きな

前方後円墳、円墳に認められる。岩崎山6号墳は小

規模で明瞭な墳形を有していない古墳である。この

ような古墳が竪穴式石室であると想定し難いが、法

量からはその可能J隆があることを指摘したい。

第3章 岩崎山2号墳
第 1節 墳丘について
岩崎山 2号墳は 1号墳のある岩崎山頂上から北東

に約70m下った尾根上の傾斜変換地点にある。

現状で墳頂部は平坦となり、墳丘形態は不明瞭で

ある。墳丘斜面には途中テラスがあり、このテラス

が墳丘東―北―西側にかけて墳丘を取巻くように認

められる。また、尾根側は溝状にくびれた場所があ

り、古墳を自然地形から区画する堀切りの可能性が

想定された。

トレンチ確認調査の結果、 トレンチ北西において

古墳を自然地形から区画する堀切を検出した。堀切

りの底場は標高52.08～ 52.2mで ある。墳丘斜面のテ

ラス部は地点により相違するが、約51.6mで あり、

堀切 り底場との高低差はlm以内である。よって、
墳丘はトレンチ内で確認された墳丘裾から地表面で

観察されるテラス部を結んだ範囲であることが推測

される。今回、確認調査によって墳丘裾の判明した

箇所はトレンチ内の 1点のみで、他の様子は不明で

あり、正確な墳丘の様子は今後の課題ではあるが、

地表面観察を交えた状況からは、径13mの円墳の可

能性が推測される。現状の墳丘高は1,2mである。

墳丘は北東方向 (N-40° ―E)を 主軸に長い精
円形を呈する。墳丘斜面には花聞岩塊、安山岩が散

布するが、 トレンチ調査では葺石は確認できなかっ
た。

墳丘構造は堀切 りから墳丘の立ち上がりにかけて

花商風化土であり、地山整形によって墳丘を構築し

ている。一方、堀切 りから墳頂部に立ち上がった花

闘風化上の墳丘ラインは尾根先端に向って傾斜して

下る。この傾斜面に盛土によって墳丘を築造してい

る。岩崎山 1号墳、岩崎山4号墳は墳丘のほとんど

を地山整形して構築しており、墳丘構築方法に相違

点が指摘できる。

盛土はしまりのある灰白色と明黄褐色の土を交互

に厚さ0.3～ 0,7cmに 積み重ねた版築技法が使用され

ている。丁寧な版築技法の見られるのは、墳丘の中

心付近と、尾根端の墳丘裾付近である。その間は花

聞バイラン上の混ざったしまりの悪い上が墳丘の中

心に向って傾斜 して下っている層などが観察され

る。部分的な観察のため断定はできないが、墳丘裾

付近に土堤状盛上を造り、土堤内を充填しながら盛

土を行っていった可能性がある。

埋葬施設はトレンチ内では検出できなかった。た

だ、堆積上に花筒岩塊、安山岩板石の混ざっている

状況が確認でき、墳頂部から墳丘斜面にかけて同様

の石材が多く散布していることから、これらが破壊

された埋葬施設の石材となる可能性はある。墳頂部

が現状で平坦であること、堀切 りの埋土から後世の

遺物が出土していることから埋葬施設が既に破壊さ

れている可能性はある。埋葬施設の様子は今後の課

題である。

古墳に伴う遺物は皆無であった。よって、古墳の

築造時期は不明である。
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/

・ 安山岩

▲花南岩

第 25図 2号墳墳丘と石材散布状況図 (S=1/100)

第4章 岩崎山4号墳
第 1節 線刻絵画埴輪について
平成19年度調査において後円部後方に設定したト

レンチ 2か ら線刻絵画の円筒埴輪が出上した。本節

では線刻絵画の内容について検討を行う。

線刻絵画は径28.4cmの 円筒埴輪胴部に認められ

る (平成19年度報告書遺物番号66)。 最上の突帯か

ら下に2番目の突帯と3番 目の突帯の間に描かれて

いる。円筒埴輪の全長が不明であるため、推測の域

は出ないが、円筒埴輪の中心付近に線刻された可能

性がある。線刻は方形の透孔の上辺に透孔の主軸に

対してほぼ対称に描かれている。透子し主軸の上辺に

縦 5条、横 2条の「T」 字形を配する。一見左右対

称であるが、詳細に観察すると、左側の横線は横線

を区切る縦線を入れているのに対して、右側は縦線

が認められない。また、右側では横線端から右下に

1本の線を延ばすが、左側では横線をそのまま廷ば

しており、下方におりていない。「 T」 字形の線刻

の外側は透孔の上辺隅部付近から波状に数条の束に

なった線刻を左右対称に施す。左側は全体像がわか

る。左側は6条の束が見られる。ほとんどは透孔か

ら線刻されるが、確実に1本は途中から束に加わっ

ている。右側は破損のため全形は解らないが、透孔

からは4本の束が線刻されている。これらの線刻は

赤色顔料が塗られる前に施されている。

さて、この線刻絵画の内容であるが、左右対称に

波状に描かれた例としては人物画がある。第27図 は

弥生時代から古墳時代における人物画の類例であ

る。人物画と比較 して当例に差異が指摘できるの

は、目が表現されていないこと、日の下の波状の表

現がないことである。

次に人物画では回の部分に「 T」 字が描かれてい

る。注目すべきはこのT字の横線からさらに斜め下

方に向って線刻が見られることである。岩崎山4号

墳の例でもT字の横線の外側には斜め下方に向う線

刻が同様に確認される。このモチーフは髭という意

見や顔面装飾という意見があり (説楽1990、 辰巳

1992)、 岩崎山4号墳も同様の意図が推測される。

しかし、ここで問題となるのが位置である。人物画
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第26図 平成 19年度報告書掲載遺物番号66(S=1/3)
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2 群馬・下郷天神塚古墳

]香川・岩崎山4号墳

4 岐卓・荒尾南遺跡

3.岐阜・今宿遺跡

7 憂知・亀塚遺跡
5,京都・寺戸大塚古墳 6 岐阜・◆宿遺跡

9 茨城・曲松這跡

12 岡山・上東遺跡

第27図 人物、線刻絵画の事例
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の多くが回の部分にこのモチーフが位置するに対し

て、岩崎山 4号墳では顔面と想定すれば額の位置に

なる。日に相当する部分に透孔があるために上に描

かざるを得なかった可能性は想定できるが、顔の表

現と見た場合岩崎山4号墳の絵画に違和感を持つの

はまさにその点であろう。前述した目の表現の欠如

は静岡県栗原追跡に類例が認められるが、これも人

物画として違和感を持つ点である。

このように岩崎山4号墳埴輪の線刻絵画は要素的

には人物画の可能性があるものの、人物画としては

欠如する要素も多い。この点に関しては人物画が極

度にデフォルメされた可能性を想定したい。図 5は

寺戸大塚古墳埴輪の線刻絵画である。辰巳氏によっ

て人物画として指摘されているが、岩崎山4号墳も

同様に究極にまで人面をデフォルメした様子が窺え

る。よって、岩崎山4号墳の線刻絵画に関しても人

物画が究極にデフォルメされたもう一つの形として

評価することはできないだろうか。

なお、線刻絵画の出上した場所は後円部後方の墳

丘裾部である。この地点は古墳を尾根から切り離し

た堀切りである。線刻絵画埴輪を出土したトレンチ

2の墳丘裾部には線刻絵画埴輪の破片と考えられる

埴輪片が集中して出土しており、比較的近い場所か

ら転落してきた可能性がつよい。つまり、この線刻

絵画埴輪は尾根と古墳を区画する重要な場所に樹立

されていた可能性がある。辰巳氏はデフォルメされ

た埴輪について墳丘への邪霊の進入を防ぐ辟邪・除

災の意図を想定しているが、岩崎山4号墳の線刻絵

画埴輪も同様の意図があったものと解釈したい。

<参考文献>

・辰巳和弘1992『埴輪と絵画の古代学習白水社

・辰巳和弘2001「円筒埴輪の線刻絵画考」

『寺戸大塚古墳の研究 I』

財団法人向日市埋蔵文化財センター

第5章 岩崎山5号墳
第 1節 ガラス玉について
ガラス小玉は 1個のみの1タ イプの例外を除いて、

2タ イプと3タ イプがほぼ同じ比率で認められる。

2タ イプと3タ イプは穿孔の様子や形状から異な

る製作技法が推測される。 2タ イプは穿孔幅が同じ

であることから、幅の同じ棒状のものを利用してい

るのに対して、 3タ イプは一方の穿了し部が幅広く端

部は外側に広がっているのに対して、一方は狭 く、

広がりは認められない。よって先端に向ってすぼま

る棒状の工具が使用されていると推測される。形態

は棗状を呈する2タ イプに対して、 3タ イプは最大

幅に稜線を有するソロバン玉形の事例が多い。 2タ

イプの上下両端は面をなす例が多いが 3タ イプは認

められない。

このように両タイプは様々な点で違いが見られ

る。光沢をもつ 2タ イプやソロバン玉形にならない

3タ イプなど両者の中間的な特徴を持つものもある

が、穿孔の様子などを見る限り、異なる製作技法か

らなる2者が想定される。

さて、この2タ イプについて他の津田湾古墳群か

ら出上した事例を比較してみると、 2タ イプは赤山

古墳、一つ山古墳、岩崎山4号墳、野牛古墳など広

く類例の認められるものであるが、 3タ イプは他の

古墳に類例を確認できず、岩崎山5号墳の特徴とい

える。なお、 3タ イプの形態はソロバン形を呈する

という点からは、野牛古墳で出上しているような滑

石製臼玉との共通点が指摘できる。

第6章 岩崎山火葬墓
第 1節 岩崎山火葬墓について
岩崎山火葬墓は奏を逆位に伏せて、その上に大型

の鉢を伏せるといった構造である。甕を伏せた火葬

墓の類例として丸亀市大原古墓があり、土師器甕を

逆位に被せて三重に蔵骨器を被覆するといった丁寧

な構造である。

蔵骨器として使用された土器は大型の奏、鉢の上

師質土器である。県内の蔵骨器は須恵器の短顎壺が

多く、当例のような土師質土器は上記の大原古墓が

あるが、類例は多くない。岩崎山火葬墓の甕と鉢は

製作方法に類似性が指摘できる。また、形態的特徴

は他の集落遺跡では顕著には確認できない形態であ

る。煮炊きなどの一次的利用の痕跡はない。形態は

蔵骨器に多い短頸壷ではないが、調整方法の粗雑

さ、同形態の類例の少なさから推測すれば、火葬墓

に使用するために製作された専用棺の可能性もあ

る。なお、本火葬墓の奏は2つの把手を打ち欠いて

いる。当時の葬送祭祀を検討する上で興味深い資料

といえる。

時期は土師器奏、鉢から10世紀頃が推測される。

第フ章 岩崎山古墳群について
岩崎山古墳群は今回確認された古墳を合わせて6

基の古墳が確認されているが、昭和初め頃の開墾に
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製
鎌
2 
櫛
2 
有
孔
貝
製

品
4 
鉄
聾
1 
斧
頭
2 
 
滑
石
製

手
斧
1 
黒
色
土
器
(古
代
)

昭
和
2年
の
紛
失
し
た
遺
物
に
石
製
刀
子

3が
あ
る
。

岩
崎
山
2号
墳
円
墳

径
約
13

箱
式
石
棺
?

×
×

土
師
器
(中
世
)

盛
土
(版
築
)

岩
崎
山
3号
墳
円
墳

不
明

不
明

不
明
(葺
石

散
乱
の
記
録

あ
り
)

不
明

勾
玉
3 
管
玉
2

昭
和
47
年
以
降
に
消
滅

岩
崎
山
4号
墳
前
方
後
円
墳
全
長
61
.8
竪
穴
式
石
室

○
○

円
筒
埴
輪

朝
顔
形
埴
輪
ま

た
は
壷
形
埴
輪

家
形
埴
輪

形
象
埴
輪

鏡
2 
勾
玉
3以
上
 
管
玉
36
 
小

玉
39
以
上
 
石
釧
5 
貝
釧
約
10

刀
1 
剣
6 
槍
3 
刀
子
3 
鉄
鏃
2

銅
鏃
5 
有
柄
有
孔
鉄
板
3 
鎌
3

斧
頭
3 
曇
1 
錐
1 
ヤ
リ
ガ
ン
ナ
10

壺
1(
伝
承
)甕
(伝
)

紛
失
し
た
昭
和
2年
の
遺
物
に
、
鍬
形
石

1 
石
釧
路
3 
硬
玉
製
丁
子
頭
勾
玉
l

管
玉
7,
8が
あ
る

岩
崎
山
5号
墳
墳
丘
な
し
P
不
明

箱
式
石
棺

不
明
(付
近

に
石
材
が
散

乱
し
て
い

る
)

×

傍
製
内
行
花
文
鏡
l 
勾
玉
1 
ガ

ラ
ス
玉
小
玉
4 
刀
子
1 
碧
玉
製

管
玉
10
 
ガ
ラ
ス
玉
34

昭
和
57
年
発
見

岩
崎
山
6号
墳
円
墳

た登
7-
7.
5
箱
式
石
棺
?

竪
穴
式
石
室
P

×
×

不
明

今
回
(平
成
20
年
)発
見

表
2 
岩
崎
山
古
墳
群
一
覧

蝉 昂 腎 叶 厳 繋
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よって他にも小規模な箱式石構が数基発見され、姿

を消したといわれている (註 1)。

6基の古墳のうち、 3号墳を除く5基の古墳は平

成19。 20年度において確認調査並びに遺物整理を

行ってきた。本章では2ヵ 年の調査のまとめとして

岩崎山古墳群の特徴について検討したい。

岩崎山古墳群で明確になってきた点は、各古墳が

規模、構造において等質ではないということであ

る。岩崎山4号墳が全長61.8mの 前方後円墳で、墳

丘に埴輪を巡らし、葺石を葺いている。山頂に位置

する岩崎山 1号墳は径18～ 19mの小規模な円墳で埴

輪は樹立しているが、葺石は認められない。岩崎山

2号墳は径13mの さらに小規模な円墳で、墳丘は盛

土しながら構築されているものの、葺石、埴輪類は

確認できなかった。岩崎山 6号墳はさらに小規模

(径 7～7.5m)で、尾根を溝によって区画しただけ

の簡易な墳丘となる可能性もある。 5号墳は埋葬施

設のみ
ム
、墳丘は確認されていない。

このように、規模が大きく外表施設の充実してい

る岩崎山4号墳から、墳丘をもたない可能性のある

岩崎山5号墳まで、様々なランクの古墳が造立され

ていることが指摘できる (註 2)。

また、各古墳は古墳時代前期後半の短期間に築造

されていった可能性が推測されるが、埴輪や副葬品

の内容に共通点が少ないことが指摘できる。特に埴

輪は4号墳と1号墳の両者で確認されたが、両古墳

で埴輪の特徴が大きく異なることは重要である。 1

号墳が長い突帯で、口縁部は二重回縁になる可能性

がある。突帯には限定された時期の使用が指摘され

ている補充技法が観察される。一方、 4号墳は最上

の突帯から短く外反する日縁部を呈し、胴部の突帯

貼付け箇所には方形刺突がみられる。時期的には 1

号墳埴輪の方に古い属性が多く確認できるが、副葬

品の在 り方を加味すると、築造時期を即断すること

はできない。現状では類似した時期を想定するのに

留まるだろう。このように、立地箇所、時期ともに

近接した両古墳において埴輪の形態が大きく異なる

点は重要である。

同様の指摘は京都府向日丘陵の古墳群に見られ

る。元稲荷古墳と寺戸大塚古墳は底部製作、口縁部

形態、方形刺突技法の有無に相違があり、続く妙見

山古墳との間にも差異が存在することに対して、埴

輪を生産した集団が一度解体された後、そのままの

状態で再組織されたのではなく、新たに外部からの

影響を受けて組織・生産が行われたものと考えられ

ている。

岩崎山古墳群

岩崎山 1号墳と4号墳は墳形、墳丘規模に差異が

あり、同一首長系譜といえるかは課題であるが、時

期差の顕著でない両者で差異の大きい埴輪が樹立さ

れたことは、「 1回性」の埴輪生産と、再組織の際

に外部からの強いインパクトを受けていたことを推

察させる。なお、 1号墳は突帯の形態をはじめ高松
茶臼山古墳出土埴輪と類似し、 4号墳は口縁部の形

態に快天山古墳出土埴輪との類似が見られること

は、外部の関係を検討する上で興味深い点である。

この他、 5号墳からは滑石製臼玉に類似した胴部

に稜線をもつガラス玉が出上しているが、同様のガ

ラス玉は4号墳では確認できない。他、滑石製模造

品を副葬する 1号墳など古墳ごとに副葬品の内様に

個性が見られる。

一方、岩崎山古墳群で共通する遺物もある。 1つ

は貝製品である。 1号墳で月日貝、 4号墳でイモ貝

製の貝製品が認められる。もう1つは針状鉄製品で

ある。 1号墳、 4号墳、 5号墳で出上している。古

野徳久氏は5号墳の事例をヤス状鉄器と考えており

(古野2000)、  1号墳、 4号墳も類例になる可能性が
ある。ヤス状鉄器は漁具が推察されることから、貝

製品とともに海に関わる遺物として、津田湾古墳の

性格を象徴する遺物といえる。

(註 1)

津田町教育委員会 1983『岩崎山5号墳現地説明会

資料』 5P10～ 12行に記載。

(註 2)

岩崎山3号墳はかつて勾玉 3個 と管玉 2個が出土

したことが記載されているが (津田町教育委員会

2002 岩崎山第 4号古墳報告書 9P14行 )、 現在遺

物の所在は不明である。また、墳丘は発掘された形

跡がないことや、葺石が散乱した円墳であることが

指摘されてきたが、調査が行なわれないまま現在破

壊されてしまった。
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岩
崎
山
1号
墳

図
番
号

種
類

部
位

法
量
(c
m)

タ
ト

内
胎
土
調
整

備
考

口
径

胴
径

器
厚
突
帝
高
突
帯
幅

7
1
埴
輪

突
帯

10
YR
7/
3黄
橙

10
YR
7/
2に
ぶ
い
黄
橙

ヽ 母

英 雲
ナ
デ
突
帯
は
粘
土
を
継
ぎ
足
し
て
仕
上
げ
る

7
埴
輪

突
帯

10
YR
8/
4浅
黄
橙

10
YR
8/
4浅
責
橙

ヽ ヽ 母

長 英 雲
横
ナ
デ
突
帯
上
面
は
ふ
く
ら
み
を
も
つ

7
3
埴
輪

突
帯

10
YR
3/
4浅
黄
橙

10
YR
8/
4浅
黄
橙

長
、
英

剥
離
面
に
斜
め
方
向
の
ハ
ケ

7
埴
輪

突
帯

10
YR
7/
4に
ぶ
い
責
橙
10
YR
7/
4に
ぶ
い
黄
橙
長
、
英
横
ナ
デ

7
5
埴
輪

突
帯

10
YR
7/
4に
ぶ
い
責
橙
10
YR
7/
4に
ぶ
い
黄
橙
長
、
英

法
量
、
形
態
と
も
他
と
異
な
る

7
埴
輪

立 ロ
08
-1
0

10
YR
8/
4浅
黄
橙

10
YR
8/
4浅
黄
橙

長
、
英

外
面
に
2 
0c
mの
剥
離
面
あ
り

7
7
埴
輪

〓 ロ
10
YR
8/
4浅
黄
橙

10
YR
8/
4浅
黄
橙

長
、
英

外
面
に
1 
5c
mの
剥
離
面
あ
り

7
埴
輪

立 ロ
08
-1
0

10
YR
8/
4浅
黄
橙

10
YR
8/
4浅
黄
橙

長
、
英

外
面
に
1 
5c
mの
剥
離
面
あ
り

や
や
曲
線
を
も
つ
透
孔
あ
り

7
埴
輪

口
縁
部

05
-0
7

10
YR
8/
4浅
黄
橙

10
YR
8/
4浅
黄
橙

ヽ ヽ 母

長 英 雲
外
面
は
強
く
外
反
し
て
立
ち
上
が
る

7
朝
顔
型
埴
輪
口
縁
部

10
YR
8/
4浅
黄
橙

10
YR
8/
4浅
黄
橙

ヽ ヽ 母

長 英 雲

直
線
に
近
い
口
縁
部
の
立
ち
上
が
り
、

突
帝
に
補
充
技
法
あ
り

埴
輪
・
土
師
器
高
杯
?

10
YR
8/
4浅
黄
橙

10
YR
8/
4浅
責
橙

長
、
英

高
杯
の
杯
底
部
の
可
能
性
と
埴
輪
の
可

能
J隆
が
あ
る

7
黒
色
土
器
A
底
部

,真
7.
8

75
YR
6/
6浅
黄
橙

長
古
代
後
半

7
土
師
器
杯

底
部

10
YR
8/
4浅
黄
橙

長
、
英

中
世

― 卜 Ｏ Ｉ

岩
崎
山
4号
墳

図
番
号

種
類

部
位

法
量
(c
m)

タ
ト

内
胎
土
調
整

備
考

日
径

胴
径

器
厚

突
帯
高
突
帯
幅

家
形
埴
輪

屋
根

21
-2
5

75
YR
7/
6橙

75
YR
7/
6橙

長
、
英

棟
覆
(押
縁
あ
り
)

家
形
埴
輪

屋
根
～
壁

15
-2
3

75
YR
7/
6橙

7.
5Y
R7
/6
橙

長
、
英

窓
の
表
現
あ
り
。
屋
根
の
傾
斜
25
°

家
形
埴
輪

屋
根

15
-2
5

75
YR
7/
6橙

7.
5Y
R7
/6
'陵

長
、
英

窓
の
表
現
あ
り
。
屋
根
の
傾
斜
25
°

家
形
埴
輪
?

22
-2
9

75
YR
7/
6橙

75
YR
7/
6】
陰

長
、
英

家
形
埴
輪

基
部

75
YR
7/
6橙

75
YR
7/
6橙

長
、
英

高
3 
6c
m、
上
面
の
幅
3.
Oc
m

断
面
「
へ
」
の
字
状
に
屈
曲
。

基
部
の
上
位
は
窓
の
可
能
性
。

家
形
埴
輪

基
部
裾

75
YR
7/
6珂
書

25
Y7
/1
灰
白

長
、
英

茶
色
粒

柱
の
剥
離
痕
あ
り

草
摺
形
埴
輪
?

11
～
14

7.
5Y
R5
/4
に
ぶ
い
褐
25
YR
5/
6明
赤
褐

長
、
英

や
や
曲
線
を
持
っ
た
胴
。
4号
墳
で
は

異
質
な
色
調

蛸 覇 Ｅ 叫 厳 撃
表
3 
岩
崎
山
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、
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墳
出
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観
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図
呑
号

種
類

部
位

法
量
(c
m)

外
内

胎
土
調
整

備
考

口
径

胴
径

器
厚
突
帯
高
突
帯
幅

器
材
埴
輪
?

11
´
-1
3

10
YR
8/
4浅
黄
橙

10
YR
8/
4浅
責
橙

長
、
英

外
面
に
綾
杉
文
と
そ
れ
に
並
行
す
る
剥

離
痕
あ
り
。
赤
色
顔
料

器
材
埴
輪
?

12
-1
25

2.
5Y
R5
/8
明
赤
褐

25
YR
5/
8明
赤
褐

長
、
英

外
面
に
突
帯
あ
り
。
4号
墳
で
は
異
質

な
色
調
。

形
象
埴
輪

20
-2
8

25
YR
5/
6明
赤
褐

25
YR
5/
6明
赤
褐

長
、
英

勾
玉
の
様
な
形
状

形
象
埴
輪

06
-0
9

75
YR
7/
6橙

10
YR
6/
2灰
黄
褐

長
、
英

胎
土
は
精
級

埴
輪

回
縁
部

11
～
13

10
YR
7/
4に
ぶ
い
黄
橙
色
10
YR
8/
4浅
黄
橙

長
、
英

外
面
に
赤
色
顔
料

形
象
埴
輪

09
^ヤ
1.
4

5Y
R7
/8
橙

5Y
R7
/8
橙

長
、
英

剥
離
痕
あ
り
。
片
方
の
端
部
欠
損

形
象
埴
輪

鰭
?

14
-2
,7

7.
5Y
R8
/6
浅
黄
橙

75
YR
8/
6浅
黄
橙

長
、
英

赤
色
顔
料
な
し

壷
形
か
朝
顔
形

32
+α

0,
9-
13
5

10
YR
7/
4に
ぶ
い
黄
橙
色
10
YR
7/
4に
ぶ
い
黄
橙
色
長
、
英

赤
色
粒

断
面
5Y
R4
/1
灰

外
面
赤
色
顔
料
。
擬
口
縁
手
法
に
よ
る

二
重
口
縁

円
筒
埴
輪

立 日

同 円
25
Y7
/4
浅
黄

25
Y7
/4
浅
黄

長
、
英

赤
色
顔
料
多
い
。
日
縁
部
外
反

円
筒
埴
輪

胴
部

2.
5Y
7/
4浅
黄

2.
5Y
7/
4浅
黄

金
雲
母

石 赤
色

粒

断
面
5Y
R4
/1
灰

口
縁
部
外
反

円
筒
埴
輪

胴
部

0.
85

7.
5Y
R4
/4
褐

25
YR
5/
6

長
、
英

赤
色
顔
料
な
し
、
4号
墳
で
は
異
質
な

色
調

円
筒
埴
輪

胴
部

11
～
13

5Y
R7
/6
橙
色

5Y
R7
/6
橙
色

長
、
角

外
面
に
赤
色
顔
料

円
筒
埴
輪

立 ロ
09
～
11

10
YR
7/
4に
ぶ
い
黄
橙
色
10
YR
7/
4に
ぶ
い
黄
橙
色

長
、
英

赤
色
粒
雲
母

赤
色
顔
料
、
津
田
岩
崎
山
の
注
記
あ
り

円
筒
埴
輪

立 Ｈ

同 円
08
～
1.
25

10
YR
6/
4に
ぶ
い
黄
橙
10
YR
6/
4に
ぶ
い
責
橙

長
、  
英

茶
色
粒

赤
色
顔
料
、
津
田
岩
崎
山
の
注
記
あ
り

円
筒
埴
輪

立 ロ
田 円

08
-1
.2

10
YR
7/
4に
ぶ
い
黄
橙
10
YR
7/
4に
ぶ
い
黄
橙
長
、
英

円
筒
埴
輪

底
部
付
近

19
-2
2

10
YR
7/
4に
ぶ
い
黄
橙
10
YR
7/
4に
ぶ
い
黄
橙
長
、
英

赤
色
顔
料
な
し

円
筒
埴
輪

底
部

14
-1
7

10
YR
8/
4浅
黄
橙

10
YR
8/
4浅
黄
橙

長
、
英

外
面
に
黒
班

表
4 
岩
崎
山
1号
墳
、
4号
墳
出
土
埴
輪
観
察
表



岩崎山古墳群

図 番号 種類 材質
法量 (cm)

色 調 備考
長 さ 幅 穿子し幅

21 50 勾玉 硬玉 ■9 0.6´-0,75 0.15-0.3 淡緑  自 断面円形、C字状の屈曲を持つ。両面穿孔
21 51 管 玉 碧玉 08 0.4 0.2 深 緑

21
つ
々 管 玉 碧玉 0.6 0.4 0.2 深緑

21
つ
０ 管 玉 碧玉 ■0 0.45 0.2 緑

つ
々 54 管 玉 碧 玉 ■0 0,4

つ
々
（
υ 緑

21 55 管玉 碧 玉 0.9 0.4
つ
々
（
υ 緑

つ
々 56 管 玉 碧 玉 0.8 0.3

つ
々
（
υ 緑

つ
々 管 玉 碧 玉 0.9

つ
０
（
υ 0,15 緑

つ
々 58 管 玉 碧 玉 0.9 02 01 緑

21 59 管 玉 碧 玉 1.35 0.3 0.15 淡灰緑

21 60 管 玉 碧 玉 ■0 04 つ
々
（
υ 青緑

61 小 玉 ガラス 0.6
（
υ

（
υ 青紫

21 62 小 玉 ガラス 0.3
（
υ 02 青緑

つ
々

な
υ 小 玉 ガラス 0.7 05 03 深緑

64 ′I、 司『 ガラス 0.25 04 02 深緑
つ
々 65 小 玉 ガラス 0.55 0.6

つ
々
（
υ 水色

66 小 玉 ガラス 0.42
（
υ 0.35 水色

21 67 小 玉 ガラス 0,35
（
Ｖ 0.4 水色

つ
々 68 小 玉 ガラス 0.5 06 0,3 水色
９

″ 69 小 玉 ガラス 0.5 0.8 0.25 水 色

70 小 玉 ガラス 05 06 0.2 水色

21
ワ
イ ′|、 司

『 ガラス 0.4
（
υ 0.2 水 色

つ
々

７
ｒ 小 玉 ガラス 04 06 0.2 水 色

21
つ
０
ラ
イ 小 玉 ガラス 0.57

つ
０
刀
仕
（
υ 02 水色

21 ワ
イ 小 玉 ガラス 0,4 0.5 0.2 水色

つ
々 75 小 玉 ガラス 05 04 015 水色
９

″ 76 小玉 ガラス 0.35 0.5 0.2 水色
つ
々 小 玉 ガラス

（
υ 05 ５つ

々
∩
υ 水色

つ
々 78 小 玉 ガラス ＾

υ 0.5 0.2 水色
つ
々 79 ′I、こて ガラス 03 0.4 0.25 水 色

21 80 小 玉 ガラス
つ
υ
＾
υ 04 0.2 水色

21 81 小 玉 ガラス 0.3 0.4 0.2 水色
つ
々

Ｏ
Ｏ 小 玉 ガラス

（
υ 03 0.2 水色

つ
々

つ
０
０
０ 小玉 ガラス 0.3 0.4 0.15 水色 (青昧 )

つ
々 84 小 玉 ガラス 0.32 035 0.1 水色

21 85 小 玉 ガラス 0.25 0.4 0.2 水 色
つ
々 86 /」 土ヽ ガラス 0.25 0.4 0.2 刻({a
つ
る

ワ
イ
Ｏ
Ｏ 小 玉 ガラス 0.25 04 0.1 水色

つ
々 88 小玉 ガラス

（
υ 0.4 025 水色

つ
々 89 小玉 ガラス 03 0.5 0,3 青緑 透明、北沢あ り
つ
々 90 小 玉 ガラス （

υ 0.4 0.2 青緑 透明、光沢あり
21 91 小 玉 ガラス 03 0.4 0.15 青 緑 透明、光沢あ り
つ
々

∩
υ ′I、 平 ガラス

（
υ 06 0.2-035 青緑 透明、光沢あ り

21
つ
０
〔
Ｖ 小 玉 ガラス 0.3 0.6 015^▼ 0,3 青緑 透明、光沢あ り

つ
々 94 小 玉 ガラス 03 0.6 0.15^-0,3 青緑 透明、光沢あ り

21 95 小玉 ガラス
＾
υ 05 0.15-0.35 青緑 透明、光沢あ り

つ
々 96 小 玉 ガラス 0.3 0.5 0.15´ヤ0.25 青 緑 透明、光沢あ り
つ
々 97 小 玉 ガラス

つ
υ
〔
υ 05 0.15-0.3 青緑 透明、光沢あり

９

留 98 小 玉 ガラス 0.3 0.5 015´-0.25 青緑 透明、光沢あり
つ
々 99 ′I、¬『 ガラス 0.25 0.5 0.1^ヤ 0.25 青 緑 透明、光沢あ り
つ
々 100 小 玉 ガラス 0.25 05 0.1-0.25 青緑 透明、光沢あ り
９

″ 101 小 玉 ガラス 0.25 0.5 01´-0.2 青緑 透明、光沢あ り
つ
々

つ
々
∩
υ 小 玉 ガラス 0.25 05 0.1-0.25 青緑 透明、光沢あ り

つ
々

（
υ 小 玉 ガラス

つ
０
＾
υ 05 0.1´ヤ0.25 青 緑 透明、光沢あ り

21 104 小 玉 ガラス
つ
じ
∩
υ 05 01～ 0.3 青緑 透明、光沢あ り

21 105 ′I、 平 ガラス つ
々
（
υ 05 0.2-0.25 青緑 透明、光沢あ り

21 106 小 玉 ガラス 0.25 05 0.1´-0.25 青緑 透明、光沢あ り
つ
々

（
υ 小 玉 ガラス 0.25 0.5 01´

―ヤ0.2 青緑 透明、光沢あ り

21 108 小 玉 ガラス 0.25 05 0.1～02 青緑 透明、光沢あ り
９

″ 109 小 玉 ガラス 0.3 0.5 015´ヤ0.25 青 緑 透明、光沢あり
つ
々 110 小 玉 ガラス 0.3 06 0.1～02 青緑 透明、光沢あ り

小 玉 ガラス つ
々
（
υ 05 0.3 青緑 透明、光沢あ り

21
つ
々 /1ヽ玉 ガラス 0.25 0.5 0,1´-0.25 青緑 透明、光沢あ り
つ
０ 小玉 ガラス 0.2 0.5 0.1^ヤ 0.2 青緑 透明、光沢あ り

小 玉 ガラス 0.3+α 0.35+α 0.2 青緑 透明、光沢あ り

表5 岩崎山5号出土 勾玉、管玉、ガラス玉観察表
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龍王山古墳

龍王山古墳

第 1章 調査に至る経繹と経過
第 1節 調査に至る経緯
平成16年度から国庫補助事業として津田湾古墳群

の内容確認を実施している。平成20年度は新たに龍

王山古墳の確認調査を実施した。今年度は墳丘測量

を行い、表面観察から墳形、規模の検討を行った。

(調査体制)

さぬき市教育委員会生涯学習課

課  長  六車 正徳
課長補佐  山津 勝美
係  長  山本 一伸
主  事  鶴身 昌大

大川広域行政組合埋蔵文化財係

主  査  阿河 鋭二
主任主事  松田 朝由
技 術 員  多田  歩
技 術 員  松村 春美

第 2節 調査の経過
平成21年 2月 9日 (月 )か ら調査を開始した。17

日までの7日 間伐採を行なった。伐採中墳丘西南部

裾の葺石散布地点において埴輪片を1点採集した。

18日 から墳丘測量を開始した。並行して葺石、竪

穴式石室平面の実測を行う。3月 5日 (木)に全て

の調査を終了した。

調査期間

平成21年 2月 9日 ～ 3月 5日  実働16.5日
測量面積 1667だ

第29図 遺跡位置図 (S=1/10,000)
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第2章 龍王山古墳に関する過去
の記載

龍王山古墳に関する記載は大正11年 (1922)香川

新報に掲載された大内盗谷氏『津田と鶴羽の遺蹟及

び遺物』の連載に見られる。17回 目に以下のような

記述がある。

1月 23日・ 17回 目

さて鶴羽村の古墳は前記の如く北方の鶴羽山に多

くして、南部の山手には比較的すくない。然るに津

田町にては之と反封に西南の山麓にのみ存在し、海

岸線には何等遺蹟らしきものもない。而も其の多く

は南羽立北羽立である。之は地形上然らしめたもの

だと思ふ。即ち千四五百年前以前の津田かう云ふ墳

墓を造られつ あゝった時代の津田は現今見ゐやうな

地形ではなく、前に石清水神社の付近から西は山根

ツレガラ岩崎山近くまで海が入り込んで居たであら

う。故に当時の民衆は雨瀧山や羽立北山の方面にの

み多く居住し、極めて原始的の生活、それは河海に

依  憑する漁携、山岳森林に依頼する狩猟、即ち
山野の生活、水邊の生邊の生活を営んで居たのだろ

う。従って此の地方に古墳及遺多蹟の数存在する訳

である。今日津田町内の人々は幾ら豪そうに云った

所で新来のお客様である。閑□体□津田町に現在す

る古墳は如何なる構造形式のものがあるかと云ヘ

ば、完全なる古墳後掘も破壊もせられて居ないと云

ふ墳□な先ず偕無である。わたしの調査した所では

一ケ所も凌見されない。唯僅に南羽立の龍王山□に

石室の存在する他は、従来疑問とせられて居る石清

水神社の後方の小山、□□ある吉見山の弁天宮の下

に一度菱掘されたる石淳卜の其儘に埋もれたるのかあ

るらしい。此外遺蹟は例の有名なる岩崎山、南羽立

の南方の小山、北羽立の山麓北、松原の松林中、雨

滝山麓の山根、人幡宮南方にある白粉山などであ

る。副葬品の出たと云ふのは岩崎山は例外として羽

立峠の南方の小山と龍王山塚との二ヶ所で、宏から

の出土品は羽立の長町家に秘蔵されて居る。北山の

北峰神社の後方の洞窟から□□三個出たと云ふ話も

ある。かう云ふ現状であるから津田町の古墳□書く

としては総ての材料が薄弱で困る。唯僅かに龍王山

塚を目標となし夢物語のやうである岩崎山古墳を参

考として長町家所蔵の二三遺物品に就いて駄説を吐

いて見る位である。読者諸君宜しく了せられよ。

龍王山塚、津田町羽立の龍王山に在り。頂上に入

龍王山古墳

代龍王が祀 られてあつて其□□□傍 らに惨酷に破壊

されたるま 残ゝって居る。見た所では地平面以下に

石室を設けられてあるやうだが、東南北の方面には

今尚埋没土器の出現する点から見ると封土はまだ幾

部分残って居るらしい。此塚の発掘された時代は不

明なるが龍王山勧請の際であったのだらう。墳形は

破壊の程度か酷いので判明しないけれども石室の構

造及び附近の状態から考察すると其れが九塚であつ

たらしい。さて石室は南北の方向を取って板石を

以って積上げられたる長方形の縦穴式損である。奥

行約二十三尺、深さ三尺、横幅二尺五寸で此式の縦

穴としては稀大なるものである。蓋荏は披の一方は

未だ上に被れたるまゝに在りて一方は損内に墜落し

て土損に埋没せらる。此所から仰向けに身を伸ばし

て僅かに損内に這いるべき空隙か□る。私はこの娠

内に埋没して居る蓋石の下には未だ何物か存在する

やうに思はれてならない。一昨年の夏であつた。附

近の子供が此塚穴の中で遊んで居つた際、銅鏡一鉄

鏡鉄刀を掘り出したが、此んなに錆た刀や鏡□にな

る□のかとて其れを皆石に叩き付けて打毀して日を

経つて話を聞いた長町興彦君は地国駄踏んて惜がつ

たが、最早後の祭で仕方なく攻めて其の破片でもと

て子供に命じ拾しめて持つて居る。鉄鏡は鉦を□つ

て半□だ□あるが銅□は□□□□され太刀は形状が

認められない程に打折られて居る。そうすると此の

壊内に墜落してる蓋石の下には未だ々々何物かが取

残されてあるだらう。

大正15年 (1926)、 長町典彦氏の『津田町史』で

は「龍王山塚」として紹介されている。内容は、大

内氏の文章をまとめたものである。

昭和26年 (1951)に発掘された岩崎山4号墳の報

告書には、径26mの 円墳で、葺石がよく残り、円筒

埴輪が散乱しているとある。墳丘の北寄りに主軸を

南北に向けた竪穴式石室があり、床面に粘土床が設

けられていたとある。出土遺物として鏡 2面 (銅

鏡、鉄鏡 )、 鉄剣、鉄刀、鉄鏃片が記載されている

(津田町2002)。

昭和34年 (1959)の 『津田町史』では前方後円墳

として紹介されている。前方部は山の尾根を利用し

ていること、葺石が散乱し、円筒埴輪の破片が発見

されることが指摘されている。龍王山古墳を前方後

円墳とする記述は昭和44年 (1969)の『改訂津田町』

まで見られ、続く昭和61年 (1986)の 『再訂津田町

史』では円墳になっている。

昭和40年 (1965)六車恵一氏は直径26m、 高さ
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龍王山古墳

3mの 円墳として紹介している。葺石の構造につい

て、裾に大きい葺石を配し、その上に小さいのを更

に上に大きい石をめぐらす手法と指摘し、同様の手

法の見られる古墳として北羽立古墳を挙げている。

埴輪に家形埴輪のような形象埴輪が見られること、

竪穴式石室が長大で板状安山岩が使用されているこ

とから、畿内的な様相を感じさせることを指摘して

いる (六車1965)。

昭和47年 (1972)に 津田町内の古墳の分布調査が

実施され、龍王山古墳も踏査された。報告には東西

20m、 南北18mの円墳と記載され、墳丘北東部に円

筒埴輪の跡が残存しているとある (津田町1973)。

昭和51年 (1976)古墳の基礎的資料を作成し、遺

蹟を広く周知して今後の保存を図るために香川県教

育委員会によって墳丘測量と石室実測調査が実施さ

れた。墳丘は長径27.8m、 短径23mの楕円形を呈す

ること、墳丘裾のレベルは水平でなく尾根先端狽Jが

低く基部側が高いこと、墳丘は地山をカットして盛

り上げた可能性があること、等が指摘されている。

埋葬施設は墳頂部においてやや東に寄っていること

から、西側に別の主体部のある可能性が推測されて

いる。出土遺物や石室の構造を県内の他の事例を比

較して、築造時期が前期でも新しい4世紀末頃であ

ると指摘している。

玉城一枝氏は龍王山古墳の竪穴式石室がほぼ正確

に南北方向をとる狭長な形態を呈していることを挙

げ、東西方向の埋葬施設を特徴とする讃岐地方の中

で津田湾沿岸の独自性として指摘している。

以上、これまでの指摘から墳丘に注目すると、墳

形は円墳と前方後円墳の両説がある。前方後円墳の

場合、尾根側を前方部と判断している。墳丘規模は

20～ 30mの 中で開きがある。現状で墳丘の変形が著

しく、正確な墳丘規模を把握することは困難である

が再度検討を試みる。

第3章 調査の成果
第 1節 墳丘測量
龍王山古墳の墳丘測量図は昭和51年 (1976)の 図

があるが、今回、西側の尾根と墳丘との関係を把握

するため、再度墳丘測量を実施した。

測量は国土座標の基準点を設置し、縮尺1/100、

20cmコ ンターで行った。測量範囲は墳丘の想定さ

れる範囲と、墳丘から水平気味に西狽1に続く尾根が

傾斜して上がり始める地点までである。

龍王山古墳は西から東にのびる尾根が瘤状に高く

なった尾根の先端部に位置する。墳丘は後世の改変

が著しく円形のラインの巡る箇所は北西部と南西部

の墳丘裾付近のみである。墳丘斜面は改変によって

テラス状になっている箇所、道によって溝状になっ

ている箇所があり、段築の判断はできない。改変は

全体に及ぶが、東から南にかけた墳丘上半部が顕著

である。墳丘裾も不明瞭であるが、西狽1、 南西側は

葺石が顕著で傾斜変換は明確である。また、墳丘東

側は墳丘裾の外側がテラス状になっており、他所に

比べれば墳丘裾を把握しやすい。北側はテラスが不

明瞭で、墳丘裾は把握し難いが、若干の傾斜変化の

ラインから推測する。このようにして把握した墳丘

裾のラインは昭和51年の測量図とほぼ同じ結果とな

り、墳形は円墳で北西―南東にやや長い楕円形を呈

する。長径27.8m、 短径23mを測る。なお、楕円形

の形態は、墳丘から下の自然地形も同様に楕円形を

呈することから、地形に制約された可能性がある。

ただし、昭和51年の調査でも言及されているが、地

形的制約か墳丘盛土の流失などによる墳丘の変化な

のかは判然としない。

墳丘裾は広い箇所で標高70.8～ 71mを測るが、西

側尾根と接する場所は標高71.8～ 72mと 約 lm高い。

ただし、この地点はlm近い土砂の流上が推測され、

本来は約 lm下 の標高70.8～71m付近が想定され
る。また、墳丘北東部裾は標高71.2～71.4mに 想定

されるが、深さ約0.6mの 流上があり、本来の墳丘

裾は標高70.8～ 71mが想定される。これらから、本

来の墳丘裾は標高70.8～71mで水平に整形されてい

た可能性が強い。

墳丘高は標高70.8～71cmを 墳丘裾と想定すると、

最高点74.032mま でで約 3mを測る。

墳頂部は北西―南東に長い楕円形の平坦面をな

す。北東部は撹乱が竪穴式石室の近くまで及んでい

る。地表面には花聞バイラン上が見られ、昭和51年

の調査では墳丘周辺の地山をカットし、盛り上げた

可能性が指摘されている。

葺石は墳丘に散在する。墳丘南側の裾付近は花聞

岩礫が長さ12mにわたり集中している。礫の大きさ

は拳大が多いが、長さ20cm以上の大きなものも確

認できる。墳丘東、南、西の墳丘裾付近には長さ20

～30cmの大きな葺石が散在している。墳丘中位の

斜面には東及び南側において長さ70cmの 巨石が見

られ、露頭の可能性が推測される。また、墳丘斜面

には石室石材の可能性のある安山岩の散布が数ヶ所

確認できる。

墳丘の西狽Iは尾根が約16m水平気味にのびて、さ
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らに西側へは傾斜 して標高127mの 山頂に至る。昭

和34年 『津田町史』、昭和44年 の『改訂津田町史』

ではこの墳丘西側の尾根を前方部と解釈している。

コンターラインを見ると、標高71～71.2mラ インは

尾根主軸に向かって強くくびれている。ピンポール

で地山の深さを確認すると、この地点で約 lmの土

砂の堆積が認められた。よって墳丘西側では墳丘を

自然地形から切 り離す幅 5～ 6mの堀切 りが造作さ

れている可能性が強い。墳丘西側裾部付近では長さ

4mにわたり、20cmの大型礫が見られる。

詳細は発掘調査で把握する必要があるが、尾根は

前方部ではないといえる。なお、尾根の主軸ライン

は墳丘の中心ではなく、墳頂部北端を通過する。

埋葬施設は墳頂部東寄りに竪穴式石室を南北方向

設置している (N-4.5° 一W、 全長5.9m、 幅0,75～

0.8m)。 北側は天丼石がはずされており、内部を窺

うことができる。床面は土が堆積している。竪穴式

石室は墳頂部の東寄りに位置することから、西側に

別の埋葬施設が推測される。竪穴式石室から5m程

西側で土中に石材らしき反応は見られる。

伐採中に墳丘南西部の裾で円筒埴輪片 1点を採集

した (標高70.55m)。 この地点は崩落したと推察さ

れる拳大の葺石が散乱している箇所である。円筒埴

輪は胴部片で径28.6cmに 復元される。胎土は石英、

長石を多量に含み粗い。色調は明赤褐色を呈する。

外面は縦幅3.5～ 4cmの突帯剥離痕があり、幅 2cm
の縦ハケが施されている。内面の調整は判然としな

い。破片 1点のみのため龍王山古墳の円筒埴輪の特

徴を把握するには至らないが、色調は岩崎山 1号

墳、 4号墳の円筒埴輪と相違している。詳細は今後

の課題である。

第4章 まとめ
これまで龍王山古墳は墳形において円墳と前方後

円墳の2者が指摘されてきたが、墳丘の表面観察か

らは円墳の可能性の強いことが指摘できる。墳丘が

尾根 と接する箇所はコンターラインがくびれてお

り、この地点の堆積土を確認したところ地山面まで

に約 lmの深さの流土が想定される。よって、岩崎
山4号墳同様に墳丘を自然地形から切 り離す堀切 り

が施されている可能性が強い。

墳形は北西一南東に長い楕円形を呈しているが、

墳丘外の自然地形も同様の楕円形を呈することか

ら、本来の形状を保っていると仮定するならば墳形

は地形に制約されたと考えられる。ただし、現状で

盛土の流失が顕著であり、詳細は今後の課題であ

る。

墳丘裾は尾根と接する箇所 (標高71.8～72m)と 、

尾根先端側 (標高70.8～71m)では約lmの標高差が

ある。しかし、尾根と接する箇所は約 lmの流上が

推測されることから、墳丘裾の標高はほぼ同じであ

る。その他の箇所も同じ標高の可能性が推測され、

墳丘裾は水平に整形されている可能性が推測され

る。なお、墳丘裾を水平に整形するのは、津田湾古

墳群では一つ山古墳、岩崎山4号墳において確認さ

れている。

出土遺物は円筒埴輪片が 1点南西部の墳丘外で採

集された。外面に縦ハケが見られる。色調は明赤褐

色を呈しており、赤山古墳、岩崎山 1号・ 4号墳の

円筒埴輪と相違していた。詳細は今後の課題である。

<参考文献>
・大内盗谷1922『津田と鶴羽との遺蹟及び遺物』

・香川県教育委員会1977『龍王山古墳調査概報』

・津田町教育委員会 1959『津田町史』
・津田町教育委員会 1969『改訂 津田町史』
・津田町教育委員会 1986『再訂 津田町史』
・津田町教育委員会 1973『ふる里津田の文化財』
・六車恵- 1965「讃岐津田湾をめぐる四、五世紀

ごろの謎」『文化財協会報 7』
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図版 2 岩崎山 1号墳

1.岩崎山 1号墳墳丘 (封ヒ東から)

岩崎山 1号墳墳丘 (北西から)



岩崎山 1号墳

1.岩崎山 1号墳 トレンチ 1 (】ヒ東から)
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図版 4 岩崎山 1号墳

1.岩崎山 1号墳墳丘傾斜面 トレンチ 1

2.岩崎山 l号墳円筒埴輸出土状況

3.岩崎山6号墳蓋石出土状況

岩崎山6号墳調査風景 (南西から)



岩崎山 2号墳 図版 5
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2.岩崎山2号墳盛土



図版 6 岩崎山 1号墳・4号墳
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岩崎山4号墳出土遺物 (昭和 4年出土資料、鎌田共済会博物館蔵)



岩崎山4号墳

30

(H13)

図版 7

岩崎山4号墳出土遺物 (昭和26年 出土資料、さぬき市郷土館 )



図版 8 岩崎山4号墳

岩崎山4号墳出土遺物 (昭和26年 出土資料、さぬき市郷土館 )
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龍王山古墳

3.竪穴式石室 (南から)

図版 9

2. 墳手希卜 (南から)

竪穴式石室 (北から)

墳丘 (西から)



図版10 龍王山古墳

(東から)

(墳丘南西部)
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